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スペイン情報誌acueducto
定期購読のご案内

スペイン情報誌acueductoでは、定期
購読をご希望の方に、送料をご負担頂
き、ご自宅までお届けしております。ご希
望の方は、右の４項目を明記し、ファッ
クス、郵送、E-mailのいずれかでお申込
みください。（お届けはお申込書提出・
ご入金後となります。）

① 氏名  ② 電話番号
③ ご住所 ④ 必要部数

【お申込先 】
1. 郵送の場合
    大阪市北区梅田2-5-8 

千代田ビル西別館2F 
有）ADELANTE　宛

2. ファックスの場合　06-6110-5122
3. E-mailの場合 info@acueducto.jp

【送料】 1,200円（１年間：4号分）

基礎からしっかり学ぶ！スペイン語レッスン
話せる楽しさを実感しながら、スペイン語を身に付けよう！

 【お問合せ】　スペイン語教室アデランテ 06-6346-5554
  www.adelante.jp　info@adelante.jp

　初心者の方対象の新しいクラスなので、スペイン語が全くはじ
めての方でも安心してスタートできます！各クラス定員になり次
第、締め切りますので、お早めにお申込ください。

　新規開講コースの日程が合わない方や、その他の曜日や時間をご希望の方は
お気軽にお問合せください。
　また、学習経験者の方は是非一度レベルチェックを兼ねた無料体験レッスン（要
予約）をお試しください。レベルに合ったクラスをご案内いたします。

新規開講入門クラスのご案内(各クラス定員４名)
【一般コース　全１２回 / 入門クラス】

（2014年3月開講）
月曜日 19:30-20:20 / 2014年3月24日～6月9日
火曜日 18:30-19:20 / 2014年3月25日～6月10日
土曜日 10:30-11:20 / 2014年3月29日～6月14日

（2014年4月開講）
月曜日 20:30-21:20 / 2014年4月21日～7月7日
水曜日 19:30-20:20 / 2014年4月23日～7月8日
土曜日 12:30-13:20 / 2014年4月26日～7月12日

教材費：1,890円　受講料：42,840円（分納可）

入会金 15,750円 OFF ！！
（2014年5月末まで）

無料体験レッスンのご予約は
お電話で承ります。
TEL 06-6346-5554

いつかスペインに留学してみたいな … と考えているあなたへ！
スペインの都市、学校・コース、滞在方法、費用、学生ビザ、準備方法などをスペイ
ンに留学経験のあるスタッフが詳しくご説明いたします。
是非お気軽にご参加ください！セミナー後、個人カウンセリングもご予約承ります。

【日時】  1. 3月9日（日）11:00～
 2. 3月23日（日）11:00～
 3. 4月13日（日）11:00～
 4. 4月27日（日）11:00～
 5. 5月11日（日）11:00～
 6. 5月25日（日）11:00～

(セミナー所要時間 約40分 - その後個別カウンセリング）

【場所】 スペイン語教室アデランテ
〒530-0035 大阪府大阪市北区梅田2-5-8-2F

【お申込・お問合せ】 有限会社ADELANTE / TEL:06-6346-5554

※ 参加ご希望の方は、必ず事前にお電話にてお申込ください。

スペイン留学セミナー

www.spainryugaku.jp
www. スペイン留学. jp

email: info@spainryugaku.jp
TEL:  06-6346-5554 

Centro Cultural Español
スペイン文化センター

本書は、初めてスペイン語に触れる方を対象とした入門者向
けスペイン語テキストです。
個人授業、グループクラスの両方で使用可能。８課から構成
され、A1レベルに相当する口答表現、文章読解、聞き取り、読
解の４技能を伸ばしながら、２セメスター（１年間）かけて学
習できるため、大学でのスペイン語の授業にも最適です。

〒530-0001 大阪市北区梅田２-5-８
千代田ビル西別館 2F
TEL: 06-6346-5554
FAX: 06-6110-5122
E-mail:  info@adelanteshop.jp

1,890円（税込）

美食の街として知られるサン・セバスティアン出身の講師が、家庭でも簡単
に作れる料理を伝授します！
【日時】 2014年3月30日（日）11時～16時頃
【場所】 クレオ大阪西　クラフト調理室    【参加費】 4,000円
【持ち物】 エプロン、三角巾、ふきん
【アクセス】 JR環状線・阪神なんば線「西九条」駅下車、徒歩約3分　
大阪市此花区西九条6丁目1番20号
【お申込方法】 3月29日（土）までに参加費とあわせてお申込ください。
※参加人数に限りがありますので、定員になり次第締め切りとなります。
【お問合せ】 有限会社ADELANTE　　　TEL：06-6346-5554

スペイン・バスク料理会
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Quisiéramos felicitar a todos los 
lectores de esta revista con motivo del 
inicio del año 2014.

El año dual España-Japón, que 
empezó en junio del año pasado, 
continúa hasta julio de este año en 
ambos países. En el mes de julio se 

inaugurará en la Universidad de Estudios Extranjeros de 
Kioto una exposición sobre “Giménez de la Espada”. Es 
de suponer que la mayoría de ustedes no sepan sobre 
este personaje. Él llegó de España como primer profesor 
erudito en la Universidad de Estudios Extranjeros de Tokio, 
donde prestó sus servicios desde 1907 hasta 1916, y se 
dedicó a divulgar la lengua y la literatura españolas.

Mientras que hoy en día avanza la investigación en 
materia del “japonismo en España” tanto en España como 
en Japón, Giménez de la Espada está siendo el centro 
de interés para no pocos estudiosos por el traductor de 
Bushido, de Inazo Nitobe, en 1909 y de los libros impresos 
en papel “chirimen” y llamados como “chirimenbon”. En 
“chirimenbon”, se destaca una serie de veinte cuentos 
tradicionales de Japón como Shitakirisuzume (el gorrión 
que se corta la lengua) publicada en 1914.

La biblioteca de la Universidad de Estudios 
Extranjeros de Kioto posee la primera traducción en 
español de Shitakirisuzume en 1885 y en la exposición 
aparte de este libro, van a exhibirse múltiples obras 
traducidas al español.

Actualmente en España se leen mucho los libros de 
Haruki Murakami. Con la moda de la comida japonesa, 
sigue reforzándose la popularidad del país del Sol 
Naciente. En la exposición, se presenta una parte del 
japonismo en España.

Shoji Bando

Director  

　「acueducto」の読者の皆様方、2014年もどうぞよろし
く御願い申しあげます。
　2013年6月に始まったスペイン・日本交流400年は、
両国で今年の7月まで続きますが、その7月には京都外
国語大学で、「ヒメネス・デ・ラ・エスパダ展」を開催する
予定です。エスパダと言っても知らない人がほとんどで
しょう。彼は東京外国語大学の第3代外国人教師として
スペインから着任され、1907（明治40）年から16（大正
5）年まで滞在して、スペイン語・スペイン文学の普及に
努められました。
　今日、「スペインにおけるジャポニスム」の研究が注
目されていますが、エスパダ先生は新渡戸稲造『武士道』

（1909年）や外国人向けの「ちりめん本」叢書（弘文堂）
で『舌切り雀』など日本の昔話・民間伝承20編（1914年）
の訳者として注目されています。
　京都外国語大学附属図書館には1885（明治18）年刊
のスペイン語版『舌切り雀』などが所蔵されており、これ
にスペイン語版『武士道』などスペイン語で出版された
日本のものを多数展示する予定です。
　スペインでは村上春樹など日本の小説がよく読まれ
ています。和食を含め、日本ブームが続いています。展
示会では、スペインにおけるジャポニスムの一端をご
紹介できれば幸いです。

坂東 省次

ご挨拶 
スペイン情報誌「acueducto」第16号をお届け致します

坂東省次　　ばんどうしょうじ / Shoji Bando

京都外国語大学スペイン語学科長・教授。
京都セルバンテス懇話会代表。
専攻はスペイン語学、日西交流史。
近著に『スペインを訪れた作家たち』（沖積舎）がある。

www.facebook.com/acueducto.japon

@acueducto_japon
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Somos líderes en la enseñanza del 
español como lengua extranjera

スペイン語ワールドで 

スペインとラテンアメリカ
に 広 が る 2 4 の 校 舎

毎週月曜日開校 

入門から上級まで全レベル対象 

あらゆるニーズに対応できる  20のコース

（長期＆短期）

1クラス平均  5名、最高10名の少人数制

グループには特別料金を適用 

スペイン語講師トレーニングコース 

5  歳から18歳対象のサマーキャンプ

参加者の60％はスペイン人学生

きめ細かなサービス、  65カ国から集まる

学生、最新の設備

エンフォレックスで
スペイン語ワールドを
体験しよう！
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スペイン語
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　2014年第1号目のacueductoの特集記事は、スペインの
お菓子がテーマです。
　美食の国スペインには、料理だけでなく、その多様な文化
的背景から生まれたたくさんのおいしいお菓子があります。
　本誌では、クリスマスに見られるお菓子や各地方に根付く
伝統菓子、そして日本でスペイン菓子を広めようとされてい
る方などをご紹介します。まだまだ知られていないスペイン
菓子の世界を巡ってみましょう！
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「クリスマスに、アリカンテで作られたトゥロンを
食べる。私たちは当たり前のことのように思って
いるけれど、実際はそこに至るまでのたくさんの
『何故』があるはず。どうしてトゥロンがクリスマス
のものなのか？　どうしてアリカンテなのか？　
どうしてアーモンドの菓子なのか？・・・。お菓子
を売ることを仕事にする一家に生まれたのだか
ら、そういう歴史を知っておきたいと思って勉強
してきました。」

　アナはそう言って、クリスマス菓子に関する私
の疑問のあれこれに答えてくれた。彼女に道案
内をしてもらって、スペイン菓子の世界のいくら
かを紹介しよう。その舞台がクリスマスなのは、
普段はやや地味で目立たない感のあるスペイン
のレポステレリア（菓子、デザート）の世界に、も
っとも華 し々くスポットライトがあてられるのがク
リスマスシーズンだから。そして、元々はカトリッ
クの祭日であるクリスマスの菓子の由来が、実
はユダヤ教徒やイスラム教徒にある、というよう
な事実そのものが、スペインの経てきた独自の
歴史の一端を物語ってくれるからだ。

スペインのクリスマス菓子 クリスマスは２週間続く

　アナは、マドリードの老舗菓子店を営む一家
の2代目で、お父さんが今も竈で菓子やパンを
焼く「オルノ・サン・オノフレ」と、妹が取り仕切る
「オルノ・ラ・サンティアゲサ」、新しく市場のなか
にできた支店などの営業、企画を担当している。
「クリスマス。セマナ・サンタ（復活祭）。トドス・ロ
ス・サントス（万霊節）。スペインの季節の行事の
基本はカトリックの祭日で、それぞれの祭日に決
まりの菓子があります。季節の行事とそれに欠
かせない料理や菓子。次の世代に伝えていくべ
き大切な文化ですね。」
 様々な行事のなかでも、クリスマス時期の菓
子店の活気には格別のものがある。それという
のもカトリックのクリスマスは日本で一般に想

像するように12月25日だけではなく、12月24
日のノーチェ・ブエナ（クリスマス・イブ）から1
月6日のディア・デ・ロス・レジェス（公現節）ま
での長い期間にわたるということが、大きな理
由だろう。
　クリスマス週間のあいだ、多くの家庭ではクリ
スマス菓子を盛り合わせた大皿が用意され、食
後やおやつの時間に家族や訪れた客に供され
る。そこにはトゥロン、ポルボロン、マサパンなど
比較的日持ちする菓子が色とりどりに盛り合わ
せられている。そして、クリスマスの最後の祝日
である1月6日にはロスコン・デ・レイジェスが用
意される。これらの菓子はスペインの人々にとっ
てクリスマスを象徴する、なくてはならない存在
なのだ。まず、クリスマス菓子というと一番に挙
げられるトゥロンの歴史をひも解いてみたい。

写真 
左頁 サン・ミゲル市場内の
「オルノ・サン・オノフレ」

右頁上　左からトゥロン・デ・
ヌエス、パン・デ・カディス、ト
ゥロン・デ・ナランハ

右頁下　「オルノ・ラ・サンテ
ィアゲサ」のアナ
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アラブ人の作り始めたトゥロン

　アーモンドはローマ人、あるいはギリシャ人に
よってイベリア半島にもたらされた。なかでもい
ち早くアーモンドを生産するようになったのが、
降雨量が少なく平均気温が極端に下がらない
アリカンテの山岳地帯だった。
　アーモンドと砂糖と蜂蜜。３つの主要材料が
そろったところで、この地にやってきて定住した
アラブ民族が、トゥロンを作り始める。今もモロ
ッコやチュニジアなど北アフリカで、当時とほと
んど同じ製法の菓子が作られている。
　その後、地中海沿岸地方で発達した農業市
の影響で、トゥロンはスペイン各地へと売られて
いくようになる。トゥロンが作られるのは、秋のア
ーモンドの収穫期のあと。そして、トゥロンが遠く
首都のマドリードに到着する季節が、およそクリ
スマス時期だった。保存料のなかった時代、トゥ
ロンも現在のように保存のきく菓子ではなく、あ
くまでアーモンドという主材料の収穫期に合わ
せて作られる季節の菓子だったことを考えると、
この流れは理屈に合っている。こうして、クリスマ
スとトゥロンが結びつくことになる。
　トゥロンはアーモンドと蜂蜜、砂糖などを混ぜ
合わせて固めた菓子で、粒状のアーモンドの入
った固いタイプ「トゥロン・デ・アリカンテ」とヌガ
ー状に練った柔らかいタイプ「トゥロン・デ・ヒホ
ーナ」の2種類が基本だ。そこへ次第に新しいバ
ージョンが加わり、今ではデパートのトゥロン売
り場に並ぶ種類は20種から30種以上。ただし、
有名な菓子店で手作りされるトゥロンは、今も伝
統的な数種類のものに限られる。前述の2種に
加えて、ココナッツを固めた「トゥロン・デ・ココ」。
マサパン生地に砂糖漬けのフルーツを埋め込ん
だ「トゥロン・デ・フルータ」。卵黄を加えて練った
「トゥロン・デ・ジェマ」などが、その主だった顔ぶ
れだ。
 ほかにも、マサパン生地のなかに数種類の生
地を挟んで巻いたアンダルシア生まれの「パン・
デ・カディス」。バルセロナ生まれの「ジェマ・トス
ターダ（焦がしたカスタード）」。これは、カタルニ
アのもっとも有名なデザート「クレマ・カタラナ」
をそのままトゥロンにしたようなもの、と考えると
想像しやすいだろう。
　マドリードには、トゥロンだけを売り物にする
専門店がある。カレテラ・デ・サン・ヘロニモに面
して今も古めかしい構えの「カサ・ミラ」は、12月
に入ると日ごとに店の前の行列が長くなってい
く。大きな塊からグラム単位で切り取って売るこ
このトゥロンは決して安くはないが、その質感も
香りも、スーパーでパッケージに入れて売られて
いるものとは比較にならない。

贅沢なアーモンド菓子マサパン

　アーモンドと砂糖を練って焼くマサパンもま
たアラブ文化の遺産といえる。アラブ語での名
前は「マウラバン」、座っている王という意味で、
アラブ人たちが平たく丸いマサパンの中央に王
の顔を刻んでいたことに由来すると言われる。
　この菓子は平たい箱に入れてキプロス島に運
ばれ、そこから当時の商業の中心地だったバレ
ンシアへ送られてヨーロッパの国々へと届けら
れ、いくつもの国で普及していく。スペインでも、
1525年に出版されたルペルト・デ・ノラの料理
の本にはすでに、いくつかのマサパンのレシピが
載っている。当時は、マサパンは王侯貴族のため
の贅沢な菓子だったこともわかる。
　スペインでマサパンの産地としてもっとも有
名になのはトレドで、最初にマサパン作りを始め
たのは修道女たちだった。修道院で、最初は寄
進者への返礼として菓子を作り、のちには収入
を得るための手段として菓子作りに従事してき
たという伝統はスペインの全土に見られるが、ト
レドでもドミニコ会の修道女たちが、マサパン作
りを受け継いできている。
　修道院だけではなく、トレドの街にはマサパン
専門店が多くみられ、町の名物として広く知られ
ている。スペインのマルコナ種のアーモンドは世
界でトップと言われる美味なアーモンドで、特に
製菓の世界では珍重されているが、トレドでは

地中海岸を中心とする産地からマルコナ種のア
ーモンドを取り寄せて、マサパンを作っている。
　マサパンのなかでも「アンギーラ（ウナギ）」と
呼ばれる形のものが、クリスマスには菓子店の
ウィンドウに飾られる。どうしてウナギなのか？ち
なみに、日本人の私にはウナギというよりドラゴ
ンのように見える風貌だが。
「アンギーラをクリスマスに、という由来は特にな
いけれど、ローマ時代からウナギは悪運をよけ
るシンボルだったようです。幸運を招く形に作っ
た贅沢なマサパン。クリスマスにぴったりだから
ではないでしょうか。」
　アナの店でも、マサパンは高級な菓子のひと
つであり、「アンギーラ」はそのなかでも贅沢品
だが、クリスマスプレゼントとして欠かせないア
イテムだという。

　とはいえ、パッケージ入りでも健闘しているメー
カーもある。カタルニア本社のトゥロンメーカー
は、マドリードの中心地に店舗をかまえて3年。
バルセロナでは定番の、マドリードとはまた少し
タイプの違うトゥロンには、多くのファンがついて
きている。今年のニューフェースは、「エル・ブジ」
で有名なアドリア兄弟の弟アルベルトがプラン
ニングしたトゥロンで「フランボアーズ味」「ピニ
ャコラーダ味」など発想も面白く、素材の質も良
い。トゥロンの人気争いは、むしろこれから面白
くなりそうだ。

トゥロン・デ・アリカンテ
中に粒状のアーモンドが入った、
固いタイプのトゥロン

トゥロン・デ・ヒホーナ
ヌガー状に練った
柔らかいタイプのトゥロン

棚にズラリと並んだ、数々のトゥロ
ンたち。
色や見た目は違うが、これらは全て
トゥロン。いかにスペイン人の生活
に浸透しているかが良くわかる。

アルベルト・アドリアプロデュースの
新しいタイプのトゥロン。
定番のものとは異なるが、珍しいも
のもあり、思わず食べてみたくなる。

モダンシックな店内に、ディスプレ
イされたトゥロン。
伝統的なものだけでなく、様々なも
のが取り揃えられている。

ショーウィンドウに飾られた、「アンギーラ」。
ユーモラスな見た目もさることながら、ピッ
タリの丸いパッケージもそれぞれ異なった
素敵な柄が描かれている。
クリスマスに欠かせないプレゼントだ。

マドリーの老舗トゥロン専門店、
「カサ・ミラ」
マドリードの人々に愛されてきた伝
統と風格が店構えにも漂う。

写真右　砂糖漬けのフルーツ入り、
トゥロン・デ・フルータ
写真左　計り売りのトゥロン・デ・ヒ
ホーナ
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素朴な庶民のクリスマス菓子、
ポルボロン

　小麦粉とラードと砂糖を主材料とするポルボ
ロン、マンテカード、マンチェゴなどは、16世紀ご
ろからイベリア半島の菓子の歴史に登場した。
大晦日の「ウバス・デ・ラ・スエルテ（幸運の12粒
のぶどう）」と同じく、備蓄していた食料を祭日の
ために活用するという発想から生まれた、庶民
の菓子と言える。
　ポルボロンは、アンダルシア地方のエステパ、
アンデケーラ、コルドバなど、小麦と豚の油脂だ
けが豊富にある貧しい地域で生まれ、それがラ・
マンチャ地方へともたらされて、その地の産物で
あるワインを加えてマンチェゴという菓子に変化
した。また、ポルボロンは小麦粉の分量が多いの
で、その粉を焦がすことで独特の風味を加え、ク
リスマスの菓子として定着してきたのに対して、
卵を加えてしっとりと仕上げたマンテカードは、
年間をとおして朝食などに登場する。これらの素
朴で質素な菓子類は、トゥロンやマサパンが高
価なアーモンドという素材ゆえに贅沢な王侯貴
族の菓子として始まったのに対して、スペインの
庶民から生まれた菓子の流れということになる。

クリスマス最後の祭日を飾る
ロスコン・デ・レイジェス

　アーモンドと蜂蜜を使った、いかにもアラブ起
源の菓子が勢ぞろいしているクリスマス菓子の
なかで、少し異色の菓子がロスコン・デ・レイジ
ェス（王様の日のリング菓子）だ。
　この菓子の始まりは、古代ローマに遡るとい
われる。イベリア半島における「小麦粉を使って
焼いた菓子」の大部分のルーツはユダヤ教徒
にあると言われていることも、留意してもいいだ
ろう。
　ロスコンはブリオッシュに似たオレンジの香
りのパン生地で、リング型に焼くのでロスコン
（大きなリング）と呼ばれる。ロスコンに似た菓
子はフランスその他のカトリックの国々にもみら
れるが、形状は必ずしもリングではない。共通な
のは、中に小さな瀬戸物のフィギュアが入って
いて、これが当たった人に幸運を招くといわれ
ていることだ。
　ローマ時代には冬至の日にロスコンの原型と
みられる丸い菓子が作られ、そのなかに乾燥ソ
ラマメが入れられていて、それが当たった人は、
その日限りの「王のなかの王」と呼ばれたという。
このニュアンスがそのままカトリックの伝統に組
み込まれてフィギュアが入れられるようになった
と思われるが、面白いことにスペインのなかでも
地方によっては、フィギュアだけでなく乾燥ソラ
マメも入れる習慣がある。その場合、「フィギュア
が当たった人は今日の王様、ソラマメが当たっ
た人はこのロスコンの代金を払う」ということに
なっている。

　ロスコンは公現節に深く結びついた菓子で、
1月5日から6日にかけて集中的に販売されるの
だが、実は近年人気上昇中。ここ10年で売上が
伸びた唯一のクリスマス商品と言われている。そ
の人気の理由としては、甘くて固い今までのクリ
スマス菓子のグループより、それほど甘くないパ
ン生地のロスコンが現在のスペイン人の嗜好に
あっている、ということが考えられる。

　ちなみに、この機会にぜひとも訂正しておきた
い間違った風聞がひとつ。日本でいつのころか
らか、「ポルボロンを口に入れて3回ポルボロンと
言うと幸せになる」という説が飛び交うようにな
った。今回のガイド役のアナをはじめ、製菓にか
かわるプロの人たちに聞いてみたが、「スペイン
人は誰も、そんな説を聞いたことがない」という
のが共通の意見だ。
 どうも、冗談好きのスペイン人にからかわれた
日本人がいて、その人が冗談を真に受けて広め
てしまったのではないか、と彼らは言う。第一、
スペイン人がどのようにしてポルボロンを食べ
るかを知っていたら、こんな説は生まれないだ
ろう。スペインでは、紙包みのポルボロンを手の
なかでぎゅっと握りしめて、粉が飛び散らないよ
うに固めてから紙を開いて食べるのだ。というこ
とで、本誌の読者の方々には今後率先して、こ
の間違った情報を払しょくしていただきたいも
のと願っている。

　しかしそれ以上に感じられるのは、「スペイン
のクリスマスそのものが変わりつつある」という
事実だ。マドリードの下町をアナと歩きながら、
「最近ベレンを見かけなくなった」という話題に
なる。ベレンとはキリストの生誕シーンを再現し
た飾りで、近年までのスペインでは、各家庭だけ
でなく多くの店のウィンドウにも、それぞれに意
匠を凝らしたベレンが飾られていた。しかし今、
下町を歩いてもめったにベレンのある店には出
会わない。
「ベレンは飾らないけれどクリスマスツリーは飾
る。デパートでは、3人の王様に代わってパパ・ノ

エル（サンタクロース）が子供たちに挨拶する。
そんなアメリカナイズが本当に景気回復につな
がるのでしょうか？私はむしろ、スペインらしさを
大切にしなければ、観光立国スペインの再起は
難しいと思いますが・・・。」
　複雑で豊かなスペインの歴史の断面を見せ
てくれる、クリスマス菓子の色々。それを守って
いくことで新しいスペインを発展させたいと力説
するアナや彼女たちの世代に、これからも伝統
菓子の世界で活躍してほしいものだ。

文・写真　渡辺万里

渡辺万里
わたなべまり / Mari Watanabe

学習院大学法学部政治学科卒。
1975年よりスペインで食文化史の研究に取り組
むと同時に、スペイン料理界最前線での取材に
従事する。
1989年、東京･目白に『スペイン料理文化アカデ
ミー』を開設。さらに各地での講演、執筆などを
通してスペイン文化の紹介に携わっている。
早稲田大学文化構想学部非常勤講師。
著書に「エル・ブジ究極のレシピ集」（日本文芸
社）、「修道院のうずら料理」（現代書館）、「ス
ペインの竃から」（現代書館）など。
スペイン料理文化アカデミー　　
http://academia-spain.com
〒171-0031 東京都豊島区目白4-23-2　　
TEL : 03-3953-8414
スペイン料理クラス、スペインワインを楽しむ会、
フラメンコ･ギタークラスなど開催

オルノ・デ・サンオノフレ
Horno de San Onofre

Calle Hortaleza 9, 28004 Madrid, 
España
+34 915 31 83 76
www.hsonofre.com
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+34 915 59 62 14
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Plaza San Miguel s/n, 28005 Madrid,  
España
+34 915 41 67 92

カサ・ミラ
Casa Mira       

Carrera de San Jerónimo 30, 28014 
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+34 914 29 88 95
www.casamira.es

トロンス・ビセンス
Torrons Vicens

Calle Mayor, 43, Madrid 28013, España
+34 915 48 94 02
www.vicens.com

キャンディのような紙包みが
特徴的なポルボロン。

中には、当たった人に幸運を招くと
言われる瀬戸物のフィギュアが。
ぽってりとした丸い形と上にのった
アーモンドや砂糖漬けのフルーツ
などがとても可愛らしい。

本誌でご紹介したお店の情報
INFORMACIÓN

※ 上記情報は、2014年2月時点のものです。
変更する可能性がありますのでご注意ください。
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　小麦粉とラードと砂糖を主材料とするポルボ
ロン、マンテカード、マンチェゴなどは、16世紀ご
ろからイベリア半島の菓子の歴史に登場した。
大晦日の「ウバス・デ・ラ・スエルテ（幸運の12粒
のぶどう）」と同じく、備蓄していた食料を祭日の
ために活用するという発想から生まれた、庶民
の菓子と言える。
　ポルボロンは、アンダルシア地方のエステパ、
アンデケーラ、コルドバなど、小麦と豚の油脂だ
けが豊富にある貧しい地域で生まれ、それがラ・
マンチャ地方へともたらされて、その地の産物で
あるワインを加えてマンチェゴという菓子に変化
した。また、ポルボロンは小麦粉の分量が多いの
で、その粉を焦がすことで独特の風味を加え、ク
リスマスの菓子として定着してきたのに対して、
卵を加えてしっとりと仕上げたマンテカードは、
年間をとおして朝食などに登場する。これらの素
朴で質素な菓子類は、トゥロンやマサパンが高
価なアーモンドという素材ゆえに贅沢な王侯貴
族の菓子として始まったのに対して、スペインの
庶民から生まれた菓子の流れということになる。

クリスマス最後の祭日を飾る
ロスコン・デ・レイジェス

　アーモンドと蜂蜜を使った、いかにもアラブ起
源の菓子が勢ぞろいしているクリスマス菓子の
なかで、少し異色の菓子がロスコン・デ・レイジ
ェス（王様の日のリング菓子）だ。
　この菓子の始まりは、古代ローマに遡るとい
われる。イベリア半島における「小麦粉を使って
焼いた菓子」の大部分のルーツはユダヤ教徒
にあると言われていることも、留意してもいいだ
ろう。
　ロスコンはブリオッシュに似たオレンジの香
りのパン生地で、リング型に焼くのでロスコン
（大きなリング）と呼ばれる。ロスコンに似た菓
子はフランスその他のカトリックの国々にもみら
れるが、形状は必ずしもリングではない。共通な
のは、中に小さな瀬戸物のフィギュアが入って
いて、これが当たった人に幸運を招くといわれ
ていることだ。
　ローマ時代には冬至の日にロスコンの原型と
みられる丸い菓子が作られ、そのなかに乾燥ソ
ラマメが入れられていて、それが当たった人は、
その日限りの「王のなかの王」と呼ばれたという。
このニュアンスがそのままカトリックの伝統に組
み込まれてフィギュアが入れられるようになった
と思われるが、面白いことにスペインのなかでも
地方によっては、フィギュアだけでなく乾燥ソラ
マメも入れる習慣がある。その場合、「フィギュア
が当たった人は今日の王様、ソラマメが当たっ
た人はこのロスコンの代金を払う」ということに
なっている。

　ロスコンは公現節に深く結びついた菓子で、
1月5日から6日にかけて集中的に販売されるの
だが、実は近年人気上昇中。ここ10年で売上が
伸びた唯一のクリスマス商品と言われている。そ
の人気の理由としては、甘くて固い今までのクリ
スマス菓子のグループより、それほど甘くないパ
ン生地のロスコンが現在のスペイン人の嗜好に
あっている、ということが考えられる。

　ちなみに、この機会にぜひとも訂正しておきた
い間違った風聞がひとつ。日本でいつのころか
らか、「ポルボロンを口に入れて3回ポルボロンと
言うと幸せになる」という説が飛び交うようにな
った。今回のガイド役のアナをはじめ、製菓にか
かわるプロの人たちに聞いてみたが、「スペイン
人は誰も、そんな説を聞いたことがない」という
のが共通の意見だ。
 どうも、冗談好きのスペイン人にからかわれた
日本人がいて、その人が冗談を真に受けて広め
てしまったのではないか、と彼らは言う。第一、
スペイン人がどのようにしてポルボロンを食べ
るかを知っていたら、こんな説は生まれないだ
ろう。スペインでは、紙包みのポルボロンを手の
なかでぎゅっと握りしめて、粉が飛び散らないよ
うに固めてから紙を開いて食べるのだ。というこ
とで、本誌の読者の方々には今後率先して、こ
の間違った情報を払しょくしていただきたいも
のと願っている。

　しかしそれ以上に感じられるのは、「スペイン
のクリスマスそのものが変わりつつある」という
事実だ。マドリードの下町をアナと歩きながら、
「最近ベレンを見かけなくなった」という話題に
なる。ベレンとはキリストの生誕シーンを再現し
た飾りで、近年までのスペインでは、各家庭だけ
でなく多くの店のウィンドウにも、それぞれに意
匠を凝らしたベレンが飾られていた。しかし今、
下町を歩いてもめったにベレンのある店には出
会わない。
「ベレンは飾らないけれどクリスマスツリーは飾
る。デパートでは、3人の王様に代わってパパ・ノ

エル（サンタクロース）が子供たちに挨拶する。
そんなアメリカナイズが本当に景気回復につな
がるのでしょうか？私はむしろ、スペインらしさを
大切にしなければ、観光立国スペインの再起は
難しいと思いますが・・・。」
　複雑で豊かなスペインの歴史の断面を見せ
てくれる、クリスマス菓子の色々。それを守って
いくことで新しいスペインを発展させたいと力説
するアナや彼女たちの世代に、これからも伝統
菓子の世界で活躍してほしいものだ。
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早稲田大学文化構想学部非常勤講師。
著書に「エル・ブジ究極のレシピ集」（日本文芸
社）、「修道院のうずら料理」（現代書館）、「ス
ペインの竃から」（現代書館）など。
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中には、当たった人に幸運を招くと
言われる瀬戸物のフィギュアが。
ぽってりとした丸い形と上にのった
アーモンドや砂糖漬けのフルーツ
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スペインの伝統菓子
　スペインという国は、その地域ごとに様 な々文化や風土を持った
国である。それゆえお菓子、とりわけ伝統菓子には地域ごとに、色々
な特色が見受けられる。私はスペインの地方都市や、小さな町や村
を旅して回るのが好きだが、それはそれぞれの土地で、面白い伝統
菓子に出会えるからだ。

Madrid

Barcelona
アビラ

★

カスティーリャ・
イ・レオン州

アビラ
　20年以上昔、一番最初に訪ねた地方都市が、城壁の町「アビラ」
だ。この地には、有名な「ジェマ・デ・サンタ・テレサ」がある。
　「聖女テレサの黄身しぐれ（？）」（ジェマ＝黄身）とでもいうべきお
菓子で、材料はほとんど卵黄と砂糖だけ。今はスペイン各地で見受
けられるお菓子だが、ここ
アビラの「ジェマ・デ・サン
タ・テレサ」はややあっさり
していて、やさしい味わい
である。アビラの銘菓とな
った所以であろう。

セゴビア
　水道橋で有名なセゴビアといえば、老舗レストラン「カンディド」
に代表される豚の丸焼き料理などが広く知られているが、お菓子で
いうと何といっても「ポンチェ・デ・セゴビア」であろう。
　柔らかいスポンジ生地でカスタードクリームを挟み、上にマサパ
ンと呼ばれるアーモンドと砂糖を練った生地を薄くのせて飾り付け
る。各国のセレブも訪れるレストラン「カンディド」で出てくるそのお
菓子はセゴビアの中でもまた一段と格別の味わいである。

グアダラハラ
　ビスコッチョとは長崎カステラのルーツといわれる、スペインのお
菓子であり、実家がカステラ屋である自分にとっても、思い入れの
深いスペインの伝統菓子である。ただ一口に、「ビスコッチョ」といっ
ても、地方ごとにまた、季節祭事によっても様 な々伝統的ビスコッチ
ョが作られている。

セビリャ
　スペイン南部のアンダルシア地方は、太陽とフラメンコ、セビリャの巨
大な大聖堂（カテドラル）など、最もスペインらしい雰囲気を持った地域
である。
　このアンダルシア地方の数ある伝統菓子の中でも、最も有名な物と
いえば、セビリャのポルボロンであろう。素朴なクッキーのようなお菓子
だが、その独特な製法により、ホロホロと口の中でとろけていくような食
感が特徴である。僕の店でも、オープン以来人気の菓子となっている。
意外性のある食感が人気の理由のようだ。
　これからも、できるだけスペイン各地を旅して、地方の素朴な伝統菓
子を広めていきたいと思っている。

文・写真  山口正見

首都マドリードの北西に位置するカスティーリャ・イ・レ
オン州アビラ県の都市。
市壁に囲まれた旧市街と、その外に点在する教会群が世
界遺産にも登録されている。

ÁVILA

Madrid

Barcelona
セゴビア

★

カスティーリャ・
イ・レオン州

アビラ同様カスティーリャ・イ・レオン州にあるセゴビア県
の県都。古代ローマの水道橋やディズニー映画の『白雪
姫』に登場するお城のモデルになった古城などがあり、マ
ドリードから日帰りで訪れることのできる人気の観光地。

GUADALAJARA

SEGOVIA

マドリードの北東に位置するカスティーリャ＝ラマンチャ州
グアダラハラ県の都市。観光都市としての人気はそれほど高
くないが、インファンタード宮殿やアルカサルなどがある。

Madrid
Barcelona

★

カスティーリャ＝
ラマンチャ州

グアダラハラグアダラハラ

　中でも僕が好きな物の一つにグアダラハラの「ビスコッチョ・ボラチョ」
（＝酔っ払いのビスコッチョ）がある。このお菓子は、焼いたビスコッチョ
をある程度時間をおいてから、ブランデー入りのシロップにたっぷりと浸
したお菓子である。そのユニークなネーミングもさることながら、思いの
外アルコールは控えめで、お酒好きでなくても楽しめる味わいである。
　正直、グアダラハラという街は、観光で訪れるような町並みにはほど
遠いのだが、このお菓子があることで、ある程度知名度が上がっている
ような気がする。そういう点でもこの「酔っ払いのビスコッチョ」のがん
ばりには親しみを感じてしまうのである。

Madrid

Barcelona

セビリャ★ アンダルシア州

アンダルシア州の州都。闘牛やフラメンコの本場であり、
また、大聖堂、アルカサルなど名所が多数あるため、観光
都市としての人気が非常に高い。温暖な気候やおおらか
な人柄など、スペインのイメージそのものの都市。

SEVILLA
コロンと丸い形が、素朴で可愛ら
しい『ジェマ・デ・サンタ・テレサ』

見た目はカステラにそっくり！?
「ビスコッチョ・ボラッチョ」

1967年 長崎県に生まれる。
1992年大学卒業後、「青山シャンドン」（東京）にて洋菓子作

山口正見
やまぐちまさみ  /  Masami Yamaguchi

りの基礎を学ぶ。渡西し、マドリードにてダニエル・ゲレロ氏に師事、「オルノ・サン・
オノフレ」「ラ・サンティアゲサ」「パナデリア・タオナ」（ブーランジェリー）に勤務し、
スペイン菓子を学ぶ。その後渡仏、２年間フランスで学んだ後帰国。
1998年長崎市の「スペイン菓子セヴィーリャ」のシェフに就任。
2004年西彼杵郡時津町に「スペイン菓子サン・オノフレ」を開店。 

スペイン菓子　サン・オノフレ
〒851-2106
長崎県西彼杵郡時津町左底郷290-1
TEL: 095-860-8180  FAX: 095-860-8181
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「スペインでの日々」
　私は、2004年の終わり頃から4年間スペイン
に滞在しました。この間に、語学学校でスペイン
語を数か月勉強した後、お菓子屋さん、レストラ
ン、パン屋さん、アイス屋さんなどで仕事をし、た
くさんのスペイン人シェフや同僚や、近所の方々
にお世話になりながら、スペイン菓子について
学ぶことができました。地域も多岐にわたり、4
年間に計6回引っ越しをし、滞在した町は北か
ら南まで、なんと7箇所（！）にも及びました。じっ
としていられない私の性格もありますが、それほ
ど、スペインの各地方の個性や特色の違いが
私の興味を駆り立てた、ということでもあります。
　その中でも、お菓子修行時代にアリカンテ県
にある、パコ・トレブランカさんの工房で過ごした

期間が一番印象的でした！アリカンテ県はアー
モンドの産地の一つで、トゥロンの大きな工場が
立ち並ぶヒホナという町もあります。私は、アリカ
ンテの街から車で30分くらいの小さな村、モノ
バールにある工房で約1年半過ごさせてもらい
ました。
　やはり一年の中でも一番多くの菓子を作る
のはクリスマスでした。１1月半ばくらいから手
作りのマジパンのトゥロンや、チョコレートのト
ゥロンなどを作ったり、パネトーネやアーモンド
のチョコレートがけ、ポルボロン、ブッシュドノエル

（Tronco de Navidad)、マジパン人形・・・な
ど。クリスマスに近づくに従って、仕事の時間が
長くなり、注文の多い時などは夜9時、10時、に
なることなどもたびたびありました。

スペインでのお菓子修行の思い出と、
現在日々感じること
スペインでのお菓子修行の思い出と、
現在日々感じること

写真

スペイン菓子工房ドゥルセ・
ミーナの店舗の様子。
スペイン全土にあるお菓子
や、地方のお菓子など、約20
種類くらいが並んでいます。

　こんにちは！私は、茨城県守谷市にて焼き菓子専門のス
ペイン菓子工房ドゥルセ・ミーナを開いております、藤本恭子
です。スペイン菓子の製造、店舗や朝市での販売や、通信販
売、卸販売などを行っております。今日は、スペインでのお菓
子製造の経験や、日本でスペイン菓子を作るなかで、日々感
じていることなどについてお話したいと思います。

特集 Especial    
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　クリスマスのイブの24日は午前中で仕事は終
わり。お店から従業員に、プレゼントとしていろ
いろなお菓子が配られたり、同僚たちと“¡Feliz 
Navidad!”とお互い笑顔で挨拶をして家に帰り
ます。クリスマス当日の25日はお休みで26日か
ら仕事再開。スペインのクリスマスは、1月6日の
公現節まで続くため、長く休んではいられませ
ん。引き続き注文をこなしたり、ロスコン・デ・レ
イエス（王様たちのリングケーキ）の準備を始め
たりします。クリスマスで帰省していた同僚たち
も戻ってきて、「クリスマスどうだった？」なんて
会話をしながら、菓子作りをしていました。

「日本でスペインのお菓子を」
　帰国後、日本に工房をオープンしたのです
が、日本では、スペイン菓子はまだまだご存じな
い方が多いため、私の茨城県守谷市にあります
小さなお店には、スペインに行ったことがあるお

客様はもちろん、スペインには一度も行ったこと
の無い方、また、スペイン菓子初体験の方も多く
いらっしゃいます。
　これまでのところ、私が予想していたよりも、ス
ペイン菓子が日本で受け入れられていることを
日々感じています。

「ちょっと変わっているけどおいしいからまた買
いに来たわ！」

「甘いものが苦手だけれども、これなら食べら
れるわ！」

「こんな食感のお菓子があったんだ！」
こんな感想を頂くことも多くなってきました。
　使用している香料などが日本の洋菓子とは少
し違うため、たとえばバニラではなくシナモンを
使ったり、甘いワインの香りをつけたりなど、甘
さの印象が異なるのかもしれません。
　お客様とお話しているときによく聞かれること
があるのでここで紹介してみたいと思います。

写真

左上：マヨルカ島、パルマ・
デ・マヨルカにあるお菓子屋
さんの前で。
右上：パコ・トレブランカさん
の工房（当時）にて。
左下：パコ・トレブランカさん
の工房にて、ロスコン・デ・レ
イエス（王様たちのリングケ
ーキ）の製造風景
右下：ガリシア地方、シグエイ
ロにあるお菓子屋さんにて、
パンガジェーゴの製造風景。
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　「どうしてスペインなの？」
　ポピュラーなフランス菓子ではなく、なぜスペ
インを選んでお菓子を作っているのかということ
を不思議に思われることも多いようです。
　スペインに行った際に、今までに食べたことの
なかったお菓子を食べて、おいしさに衝撃を受
け、自分でも作りたいと思ったことがきっかけで
す。また、実際にスペインで修行した際、地方ごと
に大きな違いがあり、非常に興味深かったので、
是非日本にも紹介したいと思いました。
　「スペイン菓子の特徴って何？」
　スペインは、アーモンドの生産量世界第2位
というくらい、たくさんのアーモンドが作られて
います。そのため、アーモンドを使った菓子が、
スペイン全土にたくさんあります。また、シナモ
ン、アニス、柑橘系の香料、ワイン、ラードの使用
や、バターの代わりにオリーブオイルを使うこと
があるのも、大きな特徴です。
　材料となるアーモンド、ヘーゼルナッツ、オレ
ンジなど、自国で生産しているおいしいものを使
って生産しているお菓子という印象も個人的に
あります。
　「おススメはどれ？」
　スペイン菓子を初めて食べるという方からよ
く尋ねられるのですが、やはり日本でよく知られ
ているポルボロン、あまりクセのない、アーモンド

藤本さんのお店はこちら...

スペイン菓子工房　

ドゥルセ・ミーナ

〒302-0131　

茨城県守谷市ひがし野3-11-2

Tel: 0297-45-2740 

営業時間：10：00 - 18：00

定休日：水曜日

お菓子のご紹介・通販ページ：

http://dulcemina.jp/

藤本恭子
ふじもときょうこ/
Kyoko Fujimoto

東京都出身、茨城県在住。
2004年に渡西し、レストラン、パン屋、アイスクリ
ーム屋での修業を経てスペイン王室御用達のパ
ティシエ、パコ・トレブランカ氏に師事、本格的に
スペイン菓子制作を学ぶ。
帰国後、2012年11月に「お菓子工房ドゥルセ・
ミーナ」を設立。現在はテレビで取り上げられる
など、日本に居ながらスペインと同じ味を楽しめ
る、と高い評価を得ている。

のタルトであるサンティアゴのタルト、バスク地
方のバスクケーキなどをお勧めしています。
　まだまだ日本では、スペイン菓子を食べたこと
がない方がたくさんいらっしゃると思いますが、
今後もできるだけスペインへ行き、たくさんのお
菓子を紹介したいと思っています。

文・写真提供　藤本恭子

写真左：ポルボロン
中央：バスクケーキ、中央にはバスクの伝統的な模様
が見てとれます。
右：スペイン菓子工房ドゥルセ・ミーナのロゴ。ロスコ
ン・デ・レイエス（王様たちのリングケーキ）をかたどり、
アラブ文字風の字体を使用し、アラブ文化の影響を受
けたスペイン菓子を表現しています。



【お問合せ・ご注文は】　 有限会社ＡＤＥＬＡＮＴＥ
〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-8 千代田ビル西別館 2F
TEL: 06-6346-5554  FAX: 06-6110-5122
E-MAIL: info@adelanteshop.jp

adelante
shop

初回使用時には大きな鍋にカスエラを入れ、丸一日ほど水につけ
ます。その後、小麦粉をティースプーン１杯入れて沸騰させてくださ
い。また、はじめて火にかけられる際は、必ず弱火から調理してくだ
さい。









20

Música 音楽  

　文学キャバレーや文学カフェというと、まず
花の都・パリを思い浮かべる方が多いのではな
いだろうか。なかでも有名なのが、1881年に
モンマルトルで開業した「ル・シャ・ノワール（黒
猫）」。ロドルフ・サリが仕掛けたこの店は、たち
まち、ベル・エポックを象徴する一大社交場と
なる。芸術家たちの新作発表の場としても機能
し、刺激を求めてやってくる人たちで賑わった。
足しげく通った顔ぶれには、ゾラ、ヴェルレーヌ、
ロートレック、スタンランなどがいる。音楽家と
しては、例えばドビュッシーがかかわっていた
し、サティが一時期ピアニストとして雇われてお
り（そして追い出された）、ラヴェルは、ここでピ
アノを弾くサティと出会って大きな刺激を受け
たのだった。
　この興奮は隣国ドイツに伝わり、モンマルトル
のキャバレーとは一味違った「カパレット」が生
まれるのだが、西側のお隣スペインでも世紀末
のそのまた末、「シャ・ノワール」をお手本とした
芸術カフェが誕生する。それが、バルセロナ・ゴシ
ック地区のカザ・マルティにオープンした、「アル

ス・クアトラ・ガッツ（四匹の猫）」だ（1897年）。
　猫にちなんだこの名は、もちろん「シャ・ノワ
ール」と関係があるが、「４」という数字は、オー
ナーのペラ・ロメウ、提案者ミケル・ウトリリョ、
そして経済的な支援者でもあるサンティアゴ・
ルシニョールとラモン・カザスという、開店に
かかわった芸術家仲間4人を暗示していると
いう。ちなみにスペインでは、「４」は「わずかの
数」という意味で使われることもある。そのへん
も、洒落でかけているのかもしれない。
 「クアトラ・ガッツ」のような店が、他でもない
バルセロナに出現したのは、必然と言えるだろ
う。もともと進歩的な精神土壌をもつこの都市
は、ヨーロッパのムーヴメントに敏感で、それを
受け入れる素地もあった。19世紀末から20世
紀初頭には、「モデルニスモ」の中心地となって
いる。モデルニスモとは、フランス語で言うとこ
ろのアール・ヌーヴォー。主に美術や文学の分
野にみられた芸術運動、またはその様式であ
る。ちなみに、マドリードにおけるモデルニスモ
はまた違う文脈で、もっぱらラテンアメリカ文

学と連動した運動だったが、バルセロナのモデ
ルニスモ（カタルーニャ語ではムダルニズマ）
は、特に美術・建築において大きな花を咲かせ
たのだった。この新しい芸術・文化潮流は、カタ
ルーニャ独自のアイデンティティを見直すとい
う思想的な側面も持ちながら、ここバルセロナ
で活発に動いていた。
　それを育んだ重要な拠点のひとつが、「クア
トラ・ガッツ」なのである。
　クアトラ・ガッツでは様々なイベントが行わ
れた。展覧会、コンサート、詩の朗読、影絵芝
居・・・。特に、映写される影絵と軽妙な口上、音
楽が一体となった影絵芝居は、パリのシャ・ノ
ワールで人気を博していた話題の総合芸術だ
った。そのアイディアを受け継ぐクアトラ・ガッ
ツでも、影絵芝居は売り物のひとつとなった。
オープンの半年後にはさっそく、クアトラ・ガッ
ツのメンバーがデザイン、台本、音楽を手がけ
た作品が上演されている。
　当然の成り行きながら、この店はほどなくモ
デルニスモの芸術家たちのメッカとなる。カタ

アルス・クアトラ・ガッツ　～4匹の猫～

「二人乗り自転車に乗るラモン・カザスとベラ・ロメウ」
（1897年、ラモン・カザス・イ・カルボ 画）  油彩、カタルーニャ美術館蔵
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下山 静香     しもやましずか / Shizuka Shimoyama

桐朋学園大学卒。文化庁派遣芸術家在外研修員としてスペインへ渡り、マドリード、バルセロナで研鑽。
スペイン各地に招かれリサイタルを行い、「スペインの心を持つピアニスト」と賞される。ラジオ、テレビ番組での演
奏多数、これまでに5枚のCDをリリーズ。現在、スペイン・中南米音楽を含む多彩なレパートリーと柔軟な感性をも
つピアニストとして活発な演奏活動を展開。さらに執筆・翻訳・講演・トーク・・・とマルチにこなすユニークな存在と
して注目を浴びている。
6冊の共著のほか、翻訳書に『サンティアゴ巡礼の歴史　伝説と奇蹟』（原書房） 、校訂・解説を担当した楽譜にグラ
ナドス ピアノ作品集、アルベニス ピアノ作品集 （ヤマハミュージックメディア） がある。
桐朋学園大学非常勤講師。 JML音楽研究所にて「スペイン音楽ピアノ演奏講座」開講中。

Official Web Site   http://www.h7.dion.ne.jp/~shizupf
裸足のピアニスト・下山静香のブログ　http://ameblo.jp/shizukamusica

◆コンサート情報◆
＜下山静香が贈る「音楽×美術」魅惑のスペイン紀行＞　4月12日（土）杉並公会堂・小ホール
＜仁詩×下山静香　バンドネオン＆ピアノLIVE！＞5月24日（土）タンゴ・バー「エル・チョクロ」（雑司が谷）

ルーニャのモデルニスモは、クアトラ・ガッツの
椅子に座った人たちを抜きにしては語れない、
と言われるほどだ。彼らはここで芸術論を交わ
し、ワーグナー談義にも花を咲かせていたと思
われる。
 ワーグナー熱をスペインで初めてキャッチし
たのも、バルセロナだった。当時、スペインの音
楽界をとりまく状況は、他のヨーロッパ諸国に
比べてかなり遅れていた。例えば19世紀末、ベ
ートーヴェンやシューベルトがこの世を去って
すでに60年以上が経っていたのに、スペイン
においては、彼らの音楽はまだ「現代音楽」だと
思われていたのだ。ワーグナーしかりであった
が、さすがバルセロナは、スペインの他都市に
比べればまだ早かったのである（1882年、初
めてワーグナーが演奏された）。そしてワーグ
ナー熱の盛り上がりは、ある意味でモデルニス
モにもつながっていく。そしてクアトラ・ガッツ
に集っていた人たちのなかから、ワーグナー協
会が誕生したのだった。
　クアトラ・ガッツに多額の資金援助をしてい
たラモン・カザスは、モデルニスモにおいて重
要な役割を果たした画家。彼自身が、店の経営
者である友人ロメウと自転車に2人乗りする姿
を描いた絵は、店のシンボル的な存在となり、
現在でも店内に飾られている（複製。本物はカ
タルーニャ美術館所蔵）。どこにでも気軽に行

ける自転車は、当時流行りのイケてるツールだ
ったのである。
　カザスは、若きピカソにも少なからぬ影響
を与えた。17歳の頃、バルセロナに出てきてい
たピカソ（1881-1973）はクアトラ・ガッツに
頻繁に顔を出し、1900年、初めての個展を開
く。10代という多感な時期に、前衛的な芸術
文化の匂いが充満する熱気に浸っていたこと
は、ピカソの人生でも重要なトピックだったの
ではないだろうか。そして彼はここを足がかり
に、パリへ出て行くのである。
　ガウディ（1852-1926）も現れた。リセウ劇
場でワーグナーの楽劇に出会い、「自分にも総
合芸術ができるのでしょうか？」とグエル伯に
尋ねたガウディ。ワーグナーによってみずから
の建築思想を刺激された彼は、クアトラ・ガッツ
でのワーグナー談議にも参加したのだろうか。
　音楽家の顔ぶれも華やかだ。アルベニスが《イ
ベリア》の一部を演奏して聴かせ、マラッツがス
ペインセレナーデを奏で、グラナドスも登場。《ア
ルハンブラの想い出》の作曲者でギタリストのタ
レガが、そしてキューバ生まれの作曲家ジョア
キン・ニンが、コンサートを行った。
　クアトラ・ガッツ名物として忘れてはいけない
のは、「テルトゥリア」だろう。当時のスペインはキ
ューバなど最後の植民地を失い、国家として深
刻な危機に直面していた。政治、哲学、芸術・・・

議論すべきテーマには事欠かない。午後あるい
は夜に行われ、徹夜で続くこともしばしばだった
テルトゥリアだが、なかでも語り草になっている
のは、文学におけるモデルニスモの旗手ルベン・
ダリオ（1867-1916）が主宰したときで、この有
名詩人の姿を見に、また話を聴きにきた人 で々、
店は朝まで超満員の盛況だったという。
　ペラ・ロメウは素晴らしいプロデューサーだ
ったが、経営者としてのビジネスの才はなかっ
たらしく（お金のない客からは代金をとらない
など、人も良すぎたようだ）、クアトラ・ガッツの
経済状況はどんどん悪化。1903年ついに、たっ
た6年ほどの営業で消えてしまう運命となる。
　実際の飲食以上に、精神の、そして感性の栄
養を提供し、19世紀末のバルセロナを彩った
クアトラ・ガッツ。一瞬ではあったが、魅惑の輝
きを放ち、様々な実りを残したのだった。
　それから100年以上を経た現在、当時の様
子を再現した新生クアトラ・ガッツが営業を続
けている。文化イベントも時折催されるが、普
段は観光名所的なカフェレストランとなってい
るようだ。
　19世紀末のヨーロッパを巻き込んでいたあ
の興奮を、いま再び呼び起こすことはできるの
だろうか ―― クアトラ・ガッツを訪れるたび、
そんな夢を見てしまう私である。

文　下山静香

下山静香のCD　～スペインの響き～

「Fandango  Shizuka plays 
イべリアン・バロック」

「Homenaje a Isaac Albeniz  
Recuerdos de viaje-Tango」

MF22803 
(Molto fine) 

2,600円

ART-3088

3,500円

「モンポウ 前奏曲 ＆ 
  プーランク 夜想曲」

FOCD9574
(fontec) 

2,800円



1986年の創立以来、ドンキホーテは私立スペイン語
教育のリーダー的存在として活躍しています。

ス ペ イ ン 語 コ ー ス

１２ヶ国、３６都市

スペインとラテンアメリカで学ぶスペイン語

スペインの大学への入学サポート

ｗｗｗ. スペイン留学．jp
ｗｗｗ. spainryugaku. jp

スペイン留学．jp
〒530-0001大阪市北区梅田
2-5-8 千代田ビル西別館２F
info@spainrkyugaku.jp

【お問合せ】

TEL: 06-6346-5554

スペイン最大手の語学学校ドンキホーテは、質の高い少人数制の

授業やスタッフの丁寧な応対から、スペイン国内外で評価されて

いる学校です。

スペイン12都市とラテンアメリカ24都市に校舎があるので、複数の

街に滞在しながらスペイン語を学ぶことができます。

メキシコ
ガテマラ

コスタリカ

ペルー

エクアドル

ボリビア

チリ

ドミニカ共和国

アルゼンチン

キューバ

コロンビア

サラマンカ バルセロナ

アリカンテ

バレンシア
マドリード

マラガ

マラベーリャ

テネリフェ

カディス

セビーリャ

グラナダ

パンプローナ



ス ペ イ ン 語 コ ー ス

ｗｗｗ. スペイン留学．jp



地方ごと異なる特色を持った魅力溢れる国、スペイン♪
あなたはスペインと言ったら何を思い描きますか？
フラメンコ、サッカー、闘牛、白い家、サグラダ・ファミリアなど…
お気に入りの街が見つかれば、きっと、より充実した留学生活になること
でしょう。
留学準備の第一歩は、学校を探すことから始まります。
ここでは、代表的な留学先をいくつか紹介していますが、この他にも多く
の学校をご用意しております。
まずは、電話やメールでご相談下さい。スペイン留学．jpでは、カウンセリ
ングを行い、一人一人のご希望に合った学校を提案いたします！

※料金は1€＝142円で計算した2014年2月のものです。入学金や宿泊先斡旋料、夏期
料金等が加算される学校もございますので、詳細につきましてはお問合せ下さい。

グラナダグラナダ

バレンシアバレンシア

サン・セバスティアンサン・セバスティアン

スペイン留学ガイド
スペイン＆中南米への留学相談、手続き代行無料サービスのスペイン留学.ｊｐ

グラナダ
　アルハンブラ宮殿があることで、世界的に有名なグラナダは、アラ
ブ文化の名残を残す古都。都市の規模はそれほど大きくありません
が、落ち着いた美しい町並みが素晴らしく、訪れる価値があります。

＜ドン・キホーテ　グラナダ校＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 145€ / 20,590円 3.120€ / 443,040円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 164€ / 23,288円 3.936€ / 558,912円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 130€ / 18,460円 3.120€ / 443,040円

サラマンカ
　1218年に創立されたスペイン最古の大学がある学生の街。カテド
ラル、大学、貝の家、マヨール広場など美しい建物が多く、旧市街
全体が世界遺産に登録されています。

＜コレヒオ デリベス＞
2週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 346€ / 49,132円 2.880€ / 408,960円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 280€ / 39,760円 3.360€ / 477,120円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 210€ / 29,820円 1.860€ / 264,120円

セビーリャ
　太陽と青い空が似合うスペイン南部、アンダルシア地方にある歴史
的な街。スペインの三大祭りのひとつである、春祭りでも有名です。
バスや電車で少し足を延ばすと、まるで絵ハガキのような白い村が点
在し、陽気でのんびりとした空気を肌で感じることができます。

＜クリックIH　セビーリャ校＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 180€ / 25,560円 3.600€ / 511,200円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 160€ / 22,720円 3.840€ / 545,280円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 100€ / 14,200円 2.400€ / 340,800円



よくあるご質問 
語学プラスαでどんな事ができますか？
フラメンコ、サルサ、スペイン料理、ワインテイスティング、ゴルフ、テニス、サーフ
ィン、スキューバダイビング、スペインタイルなど・・・、様々な楽しいプログラム
をご用意。また、50歳以上の方向けに、ゆっくりスペイン語を学び文化を楽しむ
コースもあります。

留学の費用はどのくらいかかりますか？
主にかかる費用の内訳は、入学金、教材費、授業料、滞在費、航空券代、保険代です。
学校のプログラムや、宿泊タイプ、都市によって、かかる費用は大きく違ってきま
す。長期留学される方向けに受講料の長期割引がある学校もあります。

どんな滞在スタイルがありますか？
ホームステイ、共同アパート、学生寮、個人フラット、ホテルなどがあります。

グラナダグラナダ

バレンシアバレンシア

サン・セバスティアンサン・セバスティアン

マドリード
　世界的に有名なプラド美術館や王宮、レティーロ公園など見所が
いっぱいの活気溢れる、スペインの首都。休日にはショッピングや
バル巡りを楽しんだり、アート鑑賞に耽ったり・・・。
　マドリードはスペインのほぼ中心に位置するため、他の都市へ
のアクセスも良好です。

＜エストゥディオ サンペーレ　マドリード校＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 229€ / 32,518円 3.600€ / 511,200円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 205€ / 29,110円 4.920€ / 698,640円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 150€ / 21,300円 3.600€ / 511,200円

サン・セバスティアン
　フランス国境近くに位置し、バスク地方独自の文化が息づく街。
「美食の都」として有名で、美味しい魚介類やピンチョスが堪能で
き、数多くのバルが軒を連ねる通りはいつも賑わっています。

＜ラクンサ・インターナショナルハウス＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 168€ / 23,856円 3.000€ / 426,000円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 230€ / 32,660円 5.520€ / 783,840円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 120€ / 17,040円 2.736€ / 388,512円

スペイン留学．ｊｐでは、ご希望に合った学校選びや、プ
ランの作成など幅広くお手伝いしております。
漠然とイメージされている留学プランや、目的・期間・ご
予算など、まずは、お気軽にご相談下さい。

【お問合せ】  
スペイン留学．ｊp
URL： www.spainryugaku.jp
お電話： 06-6346-5554
E-mail: info@spainryugaku.jp

バレンシア
　火祭りとパエージャ発祥の地として有名な、スペイン第３の都市バ
レンシア。地中海性の温暖な気候で、ビーチリゾートとしても知られ
ています。

＜コスタ・デ・バレンシア＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 175€ / 24,850円 3.085€ / 438,070円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 175€ / 24,850円 4.200€ / 596,400円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 110€ / 15,620円 2.640€ / 374,880円

https://www.facebook.com/spainryugaku.jp

をクリック！
今すぐスペイン留学の最新情報を入手しよう！
ツイッターもあります。

ご出発までの流れ
留学カウンセリング、お見積り

「どの街にしよう？」「費用はどれくらい？」「何から準備すればいいの？」など、漠
然とイメージされている留学プランや、目的・期間・ご予算など、まずはメールやお
電話でお気軽にご相談下さい。

具体的に学校、コース、滞在スタイルなどのプログラムが決まれば、留
学手続代行申込書を提出
入学手続き開始
航空券や保険、国際キャッシュカードなどの情報収集
学生ビザが必要な方は、申請に必要な書類を集め、在日スペイン大使
館へ提出
90日以内の留学なら学生ビザは不要ですが、9１日以上の留学には学生ビザが
必要です。短期学生ビザ（9１日以上180日以内）取得の場合は、ご出発の約2ヶ月
前、長期学生ビザ（181日以上）取得の場合は、ご出発の約3ヶ月前に時間に余裕
を持って提出して下さい。

留学費、海外送金手数料のご入金
航空券、海外保険、学生ビザなど必要なものが揃えば、いよいよご出発！

＜当サポートサービスの範囲＞
・選択された学校への出願サポート
・サポート依頼を頂いた学校が手配するホームステイ、学生寮、共同アパート
等の宿泊先申込手続（混雑状況によりご希望に添えない場合がございますの
で、事前にご確認下さい。）

・留学費用の海外送金
・空港出迎えサービスなど、各種オプションサービスの依頼代行
※未成年の方は、必ず保護者の方に同意を頂いた上、お申込み下さい。
※パスポートやビザの申請、航空券・海外保険の手配等は含まれません。各自

でご準備下さい。
※海外送金手数料（約8,000 円）はご負担となります。

@spainryugaku



イラスト ： 田中 文子

第16回　程度を表す表現第16回　程度を表す表現

スペイン語教室
アデランテの

・ 一般・旅行・商業・DELE検定対策・プライベート
など目的やペースに合わせて選べるコース
・ ネイティブ講師だからプチ留学気分で
自然なスペイン語がマスターできる！
・ 振替ができるので忙しくても安心！
・ 月謝払いOK！
・ 無料体験レッスン、教室見学等☆随時受付中

スペイン語教室 ADELANTE
〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-8 千代田ビル西別館2F

TEL: 06-6346-5554 ・ FAX: 06-6110-5122
E-mail: info@adelante.jp・http://www.adelante.jp

HOLA. みなさんこんにちは！
2014年最初のスペイン語講座です。今年も楽しくスペイン語を勉強していきましょう♫
さて、今回のテーマは「程度を表す」表現です。
まとまって学習するのははじめてですが、みなさん必ず目にしたり、使ったりしてきたものがあるので、おさらいの部分も多
いのではないかと思いますが、この機会に全て覚えてしまいましょう。

#1#1

　次は MUY と MUCHO の違いについても着目しておきましょう。
どちらも、「とても（たくさん）」といったように、程度が大きいことを表す表
現です。簡単に違いをまとめると、以下のようになります。

①　まずは、「たくさん」とか「少し」などといった表現について、順に勉強しましょう。
　下の絵を見て下さい。上から程度の多い順に「muy / mucho（とても〈たくさん〉）」、「bastante（かなり）」、「un poco
（少し）」、「poco（〈ほとんど～〉ない）」、「nada（全く～ない）」となります。
　これらを自由に使うためには、いくつかのルールを覚えておく必要があります。一つずつ説明していきますが、まずは例文
を見ていきましょう。

多

少

MUY / MUCHO

BASTANTE

UN POCO

POCO

NADA

とても（たくさん）

かなり

少し

ほとんど〜ない／
あまり〜ない

全く〜ない

まずは、これらの表現を文中のどこに置くべきか覚えましょう。
右のイラストを見て下さい。マリさんが忙しそうに働いている
一方マサオさんは、あんまり仕事がない様子ですね。

Mari está muy ocupada.（マリさんはとても忙しい。）
忙しい（形容詞）★形容詞の前

Masao tiene poco trabajo.（マサオさんは仕事が
　　　　ほとんどない。）仕事（名詞）★名詞の前

Ella trabaja bastante rápido.（彼女はかなり速く働く。）
速く（副詞）★副詞の前

上の文章を見てみると、これらの表現を★形容詞、★名詞、
★副詞と共に使う場合には、それぞれの前に置くべきことが
わかります。
　今度は、次の文章を見てみましょう。

Él no trabaja nada . （彼は、全く働かない。）
働く（動詞） ★動詞の後

先ほどの３つとは違い、☆動詞と合わせて使う時には、程度を
表す表現は、動詞の後に置くことも覚えておきましょう。

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！

例

＜MUYとMUCHOの使い分けルール＞
★ MUY は 形容詞／副詞と合わせて使う。
★ MUCHO は 動詞／名詞と合わせて使う。

☆ MUY ＋ 形容詞の場合
Aprender japonés es muy difícil.

☆ MUY ＋ 副詞の場合
Mi hermano cocina muy bien.

● 動詞 ＋ MUCHOの場合
Mi tía habla mucho.

● MUCHO ＋ 名詞の場合
Mi padre tiene mucha paciencia.

日本語を学ぶことは、
とても難しい。

私の兄は料理がとても上手だ。

私のおばさんは、とてもたくさん話す。

私の父はとても忍耐力が
あります。

＊ mucho＋名詞の場合、名詞の性・数によって、mucho, mucha, muchos, 
muchasに変化させる必要があります。

　今度は、程度の「少なさ」を表す、POCO と UN POCO についても、使い
方の違いを覚えましょう。ぱっと見ると、ほんど変わらないこの2つの表現、

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！
＜UN POCOとPOCOの使い分けルール＞
★ UN POCO の場合は「少し（であっても）ある」 （肯定的）
★ POCO の場合は、「少ししかない」 （否定的）

混同して使ってしまいがちなので、気をつけて下さい。どちらも、少ないと
いうことを言いたいのですが、un pocoの場合は「少し（であっても）ある」
ということが重要で、pocoの場合は、「少ししかない」という意味合いにな
ります。

 Tenemos un poco de dinero. ¡Vamos a tomar algo!
　　私たちは少しお金を持っています。一緒に何か飲みに行きましょう！

＊「少し（名詞）がある」といいたい時は、
「un poco ＋ de ＋ 名詞」になります。
「de」を忘れずにつけましょう。
（× Tenemos un poco dinero.）

上の文章では、「少しだけれども、お金が
ある」と、肯定的な意味になっていること
がわかります。

　今度は、 poco を使った文章です。
 Tengo poco dinero.  No puedo comprar nada.
　　私はほとんどお金を持っていません。何も買うことができない。

今度は、「ほんの少ししか、お金がない」
と、否定的な意味になっていますね、少
しの違いで大違いなので、気をつけて！

＊poco+名詞の場合は、mucho+名詞と同
様、名詞の性・数に応じて、poco,poca, 
pocos,pocas」と、変化させなければな
りません。

★動詞

★形容詞

＊ 左の二つの例文からわかるように、
「demasiado ＋ 名詞」の時は、
「poco」と同様に、名詞の性・数
によって形を「demasiado」、
「demasiados」、「demasiada」、
「demasiadas」変化させる必要
があります。

　「demasiado trabajo」の場合は、
後に来る名詞が男性名詞単数形
なので「demasiado」となり、その
次の「demasiadas galletas」の場
合は、「galletas」と女性名詞複
数形なので、「demasiadas」を使
わなくてはなりません。

Masao tiene poco trabajo.
Él no trabaja nada.

マサオさんは、仕事がほとんどありません。
彼は、全然働きません。

Mari está muy ocupada.  Ella trabaja bastante rápido.
マリさんは、とても忙しいです。彼女はかなり速く働きます。

マリさんは、仕事があまりにもたくさんあります。

マサオさんはマリさんを
手伝います。

　次に、NADAの使い方について見ておきましょう。
 NADAは、程度がもっとも低い、「何もない」状態、つまり「０（ゼロ）」であ
ることを表します。
 まず、他の表現と大きく違う点は、NADAを使う文章の場合、動詞の前に否
定を表す語（この場合はNOが最もよく使われますが、時には、Nuncaや
Jamásなどが使われる時もあります）が 必ず付くということです。下のルー
ルをしっかり覚えて下さいね。

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！

＜NADAを使う際のルール＞
★ 程度を表すため、NADA を使う場合は、動詞の前にNO 
を付けて否定形にする。

例 Mi hermana no estudia nada. 私の妹は全く勉強しない。
（× Mi hermana estudia nada.）

※必ずセットで使いましょう！

この場合、 nada は interesante（面白い）という形容詞にかかっています
ね。interesanteの程度が「ゼロ」なので、日本語では『全く面白くなかった/
とてもつまらなかった』と訳されます。
　次の例を見ておきましょう。

    -  ¿Te gusta la comida japonesa?  日本料理は好き？
    -  No.  Porque no me gusta nada el pescado crudo. 

 ううん。だって、生魚が大嫌いだから。。。

　以下の例文で、使い方を確認しておきましょうね。

    -  ¿Has leído este libro? ¿Qué tal?　この本は読んだ？どうだった？
    -  Bueno, para mí, no era nada interesante.

 うーん、私にとっては、全く面白くなかったわ。

この場合の nada は gustar という動詞にかかっています。 gustarの程度
が「ゼロ」なので、『全然好きじゃない』→『大嫌い』という訳になります。

　最後にnadaの効用について、覚えておきましょう。
例えば、上の文章を例にすると、
No me gusta nada el pescado crudo.の場合、nadaを使わずに、
No me gusta el pescado crudo. （生魚は好きではない。）と言っても、
意味するところが劇的に変わるわけではありません。
　しかし、nadaを付けることによって、更に否定のニュアンスを「好きでは
ない」→「大嫌い」に強調することができます。
　場合によっては、nadaを使うことによって、思いのほか、キツい印象を与
えてしまうこともあるので、使う時には注意が必要ですね。

　こういった表現を覚えると、より自分の言いたいことが的確に言えるよう
になりますね。次に出てくるdemasiadoも覚えれば程度の表現は一通り、
マスターできます。

Ella no es nada estudiosa. 彼女は全く勉強家でない。
（× Ella es nada estudiosa.）

#2#2
②　最後になりましたが、①で出て来なかった表現「demasiado（～過ぎる/あまりにも～な）」を見ておきましょう。これは、
程度が大き過ぎることを表すため、しばしば否定的なニュアンスを含みます。

¡Ap
re

nde!

　①では、マリさんが、忙しそうに仕事をしていました。単に仕事がたくさんあ
るという時には、muchoを使って、以下の表現ができましたね。
　Mari tiene mucho trabajo.  (マリさんは、多くの仕事を抱えている。)
　今度は、左の絵を見てみて下さい。マリさんが、高く積上った書類に埋もれそ
うになりながら働いています。とても１人で片付けられる量ではありません。そ
んな時は、demasiadoを使います。
　Mari tiene demasiado trabajo. Masao la va a ayudar.  
 （マリさんが多過ぎる仕事を抱えているので、マサオさんは彼女の仕事を手伝う。）
マサオさんがマリさんを助けてくれました。優しい同僚ですね。マリさんもうれ
しそうです。
　最後にもう一つだけ例文を見ておきましょう。
　- ¿Por qué no quieres comer nada? ¿Te duele el estómago?
       （どうして何も食べたくないの？お腹がいたいの？）
　- No. Es que hoy he comido demasiadas galletas.  
       （ううん。実は、今日クッキーを食べ過ぎちゃったんだ。）
　程度を表す表現、使い方を覚えればあとは実践あるのみ。がんばりましょう！

Mari tiene demasiado trabajo.

Masao la va a ayudar.

《POCO + 形容詞について》

1.Ahora, estoy un poco nervioso. 
緊張している（形容詞）

（今、私は少し緊張しています。）

　今回①で学んだ、〈POCO〉と〈UN POCO〉の違いを踏まえて、POCO＋形容詞について、少
し見ておきましょう。まずは、次の文章です。

　この場合は、形容詞「nervioso」の度合いが「un poco」と少ないので、単純に「少し緊
張している」と訳すことができますね。では、次の文章を見てみましょう。

2.Ahora, estoy poco nervioso. 
緊張している（形容詞）

（今、私は、ほとんど緊張していません。）

　2のように、「poco+形容詞」と使う場合には、「ほとんど〜でない」というふうに、
pocoの後にくる形容詞を否定する役割を果たします。
　上の文章を例にすると、形容詞「nervioso」であることが、「あまり/ほとんどない」の
で、「あまり緊張していない」と訳すことができます。「un」があるかないかで、ほぼ正
反対の意味になってしまうので、聞き取りの際は十分注意が必要ですね。
　また、上の「poco」を使った表現とほぼ同じ意味を持ち、より頻繁に使われるのが、以
下の形です。

3.Ahora, no estoy muy nervioso. （今、私は、あまり緊張していません。）

「とても、緊張している。」を否定するため、↓のような意味になります。

　どちらかというと、3の表現の方が2に比べて若干控えめな印象をうけます。こちらを使
う方が、聞き間違いもないですし、便利かもしれませんね。
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HOLA. みなさんこんにちは！
2014年最初のスペイン語講座です。今年も楽しくスペイン語を勉強していきましょう♫
さて、今回のテーマは「程度を表す」表現です。
まとまって学習するのははじめてですが、みなさん必ず目にしたり、使ったりしてきたものがあるので、おさらいの部分も多
いのではないかと思いますが、この機会に全て覚えてしまいましょう。

#1#1

　次は MUY と MUCHO の違いについても着目しておきましょう。
どちらも、「とても（たくさん）」といったように、程度が大きいことを表す表
現です。簡単に違いをまとめると、以下のようになります。

①　まずは、「たくさん」とか「少し」などといった表現について、順に勉強しましょう。
　下の絵を見て下さい。上から程度の多い順に「muy / mucho（とても〈たくさん〉）」、「bastante（かなり）」、「un poco
（少し）」、「poco（〈ほとんど～〉ない）」、「nada（全く～ない）」となります。
　これらを自由に使うためには、いくつかのルールを覚えておく必要があります。一つずつ説明していきますが、まずは例文
を見ていきましょう。

多

少

MUY / MUCHO

BASTANTE

UN POCO

POCO

NADA

とても（たくさん）

かなり

少し

ほとんど〜ない／
あまり〜ない

全く〜ない

まずは、これらの表現を文中のどこに置くべきか覚えましょう。
右のイラストを見て下さい。マリさんが忙しそうに働いている
一方マサオさんは、あんまり仕事がない様子ですね。

Mari está muy ocupada.（マリさんはとても忙しい。）
忙しい（形容詞）★形容詞の前

Masao tiene poco trabajo.（マサオさんは仕事が
　　　　ほとんどない。）仕事（名詞）★名詞の前

Ella trabaja bastante rápido.（彼女はかなり速く働く。）
速く（副詞）★副詞の前

上の文章を見てみると、これらの表現を★形容詞、★名詞、
★副詞と共に使う場合には、それぞれの前に置くべきことが
わかります。
　今度は、次の文章を見てみましょう。

Él no trabaja nada . （彼は、全く働かない。）
働く（動詞） ★動詞の後

先ほどの３つとは違い、☆動詞と合わせて使う時には、程度を
表す表現は、動詞の後に置くことも覚えておきましょう。

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！

例

＜MUYとMUCHOの使い分けルール＞
★ MUY は 形容詞／副詞と合わせて使う。
★ MUCHO は 動詞／名詞と合わせて使う。

☆ MUY ＋ 形容詞の場合
Aprender japonés es muy difícil.

☆ MUY ＋ 副詞の場合
Mi hermano cocina muy bien.

● 動詞 ＋ MUCHOの場合
Mi tía habla mucho.

● MUCHO ＋ 名詞の場合
Mi padre tiene mucha paciencia.

日本語を学ぶことは、
とても難しい。

私の兄は料理がとても上手だ。

私のおばさんは、とてもたくさん話す。

私の父はとても忍耐力が
あります。

＊ mucho＋名詞の場合、名詞の性・数によって、mucho, mucha, muchos, 
muchasに変化させる必要があります。

　今度は、程度の「少なさ」を表す、POCO と UN POCO についても、使い
方の違いを覚えましょう。ぱっと見ると、ほんど変わらないこの2つの表現、

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！
＜UN POCOとPOCOの使い分けルール＞
★ UN POCO の場合は「少し（であっても）ある」 （肯定的）
★ POCO の場合は、「少ししかない」 （否定的）

混同して使ってしまいがちなので、気をつけて下さい。どちらも、少ないと
いうことを言いたいのですが、un pocoの場合は「少し（であっても）ある」
ということが重要で、pocoの場合は、「少ししかない」という意味合いにな
ります。

 Tenemos un poco de dinero. ¡Vamos a tomar algo!
　　私たちは少しお金を持っています。一緒に何か飲みに行きましょう！

＊「少し（名詞）がある」といいたい時は、
「un poco ＋ de ＋ 名詞」になります。
「de」を忘れずにつけましょう。
（× Tenemos un poco dinero.）

上の文章では、「少しだけれども、お金が
ある」と、肯定的な意味になっていること
がわかります。

　今度は、 poco を使った文章です。
 Tengo poco dinero.  No puedo comprar nada.
　　私はほとんどお金を持っていません。何も買うことができない。

今度は、「ほんの少ししか、お金がない」
と、否定的な意味になっていますね、少
しの違いで大違いなので、気をつけて！

＊poco+名詞の場合は、mucho+名詞と同
様、名詞の性・数に応じて、poco,poca, 
pocos,pocas」と、変化させなければな
りません。

★動詞

★形容詞

＊ 左の二つの例文からわかるように、
「demasiado ＋ 名詞」の時は、
「poco」と同様に、名詞の性・数
によって形を「demasiado」、
「demasiados」、「demasiada」、
「demasiadas」変化させる必要
があります。

　「demasiado trabajo」の場合は、
後に来る名詞が男性名詞単数形
なので「demasiado」となり、その
次の「demasiadas galletas」の場
合は、「galletas」と女性名詞複
数形なので、「demasiadas」を使
わなくてはなりません。

Masao tiene poco trabajo.
Él no trabaja nada.

マサオさんは、仕事がほとんどありません。
彼は、全然働きません。

Mari está muy ocupada.  Ella trabaja bastante rápido.
マリさんは、とても忙しいです。彼女はかなり速く働きます。

マリさんは、仕事があまりにもたくさんあります。

マサオさんはマリさんを
手伝います。

　次に、NADAの使い方について見ておきましょう。
 NADAは、程度がもっとも低い、「何もない」状態、つまり「０（ゼロ）」であ
ることを表します。
 まず、他の表現と大きく違う点は、NADAを使う文章の場合、動詞の前に否
定を表す語（この場合はNOが最もよく使われますが、時には、Nuncaや
Jamásなどが使われる時もあります）が 必ず付くということです。下のルー
ルをしっかり覚えて下さいね。

¡Ap
re

nde! 覚えましょう！

＜NADAを使う際のルール＞
★ 程度を表すため、NADA を使う場合は、動詞の前にNO 
を付けて否定形にする。

例 Mi hermana no estudia nada. 私の妹は全く勉強しない。
（× Mi hermana estudia nada.）

※必ずセットで使いましょう！

この場合、 nada は interesante（面白い）という形容詞にかかっています
ね。interesanteの程度が「ゼロ」なので、日本語では『全く面白くなかった/
とてもつまらなかった』と訳されます。
　次の例を見ておきましょう。

    -  ¿Te gusta la comida japonesa?  日本料理は好き？
    -  No.  Porque no me gusta nada el pescado crudo. 

 ううん。だって、生魚が大嫌いだから。。。

　以下の例文で、使い方を確認しておきましょうね。

    -  ¿Has leído este libro? ¿Qué tal?　この本は読んだ？どうだった？
    -  Bueno, para mí, no era nada interesante.

 うーん、私にとっては、全く面白くなかったわ。

この場合の nada は gustar という動詞にかかっています。 gustarの程度
が「ゼロ」なので、『全然好きじゃない』→『大嫌い』という訳になります。

　最後にnadaの効用について、覚えておきましょう。
例えば、上の文章を例にすると、
No me gusta nada el pescado crudo.の場合、nadaを使わずに、
No me gusta el pescado crudo. （生魚は好きではない。）と言っても、
意味するところが劇的に変わるわけではありません。
　しかし、nadaを付けることによって、更に否定のニュアンスを「好きでは
ない」→「大嫌い」に強調することができます。
　場合によっては、nadaを使うことによって、思いのほか、キツい印象を与
えてしまうこともあるので、使う時には注意が必要ですね。

　こういった表現を覚えると、より自分の言いたいことが的確に言えるよう
になりますね。次に出てくるdemasiadoも覚えれば程度の表現は一通り、
マスターできます。

Ella no es nada estudiosa. 彼女は全く勉強家でない。
（× Ella es nada estudiosa.）

#2#2
②　最後になりましたが、①で出て来なかった表現「demasiado（～過ぎる/あまりにも～な）」を見ておきましょう。これは、
程度が大き過ぎることを表すため、しばしば否定的なニュアンスを含みます。

¡Ap
re

nde!

　①では、マリさんが、忙しそうに仕事をしていました。単に仕事がたくさんあ
るという時には、muchoを使って、以下の表現ができましたね。
　Mari tiene mucho trabajo.  (マリさんは、多くの仕事を抱えている。)
　今度は、左の絵を見てみて下さい。マリさんが、高く積上った書類に埋もれそ
うになりながら働いています。とても１人で片付けられる量ではありません。そ
んな時は、demasiadoを使います。
　Mari tiene demasiado trabajo. Masao la va a ayudar.  
 （マリさんが多過ぎる仕事を抱えているので、マサオさんは彼女の仕事を手伝う。）
マサオさんがマリさんを助けてくれました。優しい同僚ですね。マリさんもうれ
しそうです。
　最後にもう一つだけ例文を見ておきましょう。
　- ¿Por qué no quieres comer nada? ¿Te duele el estómago?
       （どうして何も食べたくないの？お腹がいたいの？）
　- No. Es que hoy he comido demasiadas galletas.  
       （ううん。実は、今日クッキーを食べ過ぎちゃったんだ。）
　程度を表す表現、使い方を覚えればあとは実践あるのみ。がんばりましょう！

Mari tiene demasiado trabajo.

Masao la va a ayudar.

《POCO + 形容詞について》

1.Ahora, estoy un poco nervioso. 
緊張している（形容詞）

（今、私は少し緊張しています。）

　今回①で学んだ、〈POCO〉と〈UN POCO〉の違いを踏まえて、POCO＋形容詞について、少
し見ておきましょう。まずは、次の文章です。

　この場合は、形容詞「nervioso」の度合いが「un poco」と少ないので、単純に「少し緊
張している」と訳すことができますね。では、次の文章を見てみましょう。

2.Ahora, estoy poco nervioso. 
緊張している（形容詞）

（今、私は、ほとんど緊張していません。）

　2のように、「poco+形容詞」と使う場合には、「ほとんど〜でない」というふうに、
pocoの後にくる形容詞を否定する役割を果たします。
　上の文章を例にすると、形容詞「nervioso」であることが、「あまり/ほとんどない」の
で、「あまり緊張していない」と訳すことができます。「un」があるかないかで、ほぼ正
反対の意味になってしまうので、聞き取りの際は十分注意が必要ですね。
　また、上の「poco」を使った表現とほぼ同じ意味を持ち、より頻繁に使われるのが、以
下の形です。

3.Ahora, no estoy muy nervioso. （今、私は、あまり緊張していません。）

「とても、緊張している。」を否定するため、↓のような意味になります。

　どちらかというと、3の表現の方が2に比べて若干控えめな印象をうけます。こちらを使
う方が、聞き間違いもないですし、便利かもしれませんね。
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コレヒオ デリベスにお越しください。　サラマンカがあなたを待っています！

歴史、芸術、学生の街として有名なサラマンカ。
この街では、訛りのないスペイン語が話されているため、
スペイン語を学ぶのにぴったりの環境です。

コレヒオ デリベスの教室で学ぶスペイン語は、サラマンカの通りで耳に
するスペイン語とまったく同じです。ここでは訛りのない美しいスペイン語
を学ぶことができるのです！

また、サラマンカは大都市の利便性と、小さな街の治安の良さや親しみ
やすい雰囲気の両方を兼ね備えています。

是非、サラマンカへお越しください！
きっとご自分の家にいるような心地よさを感じていただけると思います。

コレヒオ デリベスでは・・
- 個人カウンセリングや希望に応じた柔軟な対応
- 14種類にも及ぶインテンシブコース（1日4～6レッスン）
- レベルは全14レベル
- 学生は若者からシニア層まで40ヵ国の国々から
- クラスの人数は最大10名
- 学校が厳選した滞在先（ホームステイ・学生寮・シェアアパート・個人用アパート・ホテル）
- スペイン文化やスポーツなど様々なアクティビティを提供
- エアコン完備の26教室と図書室
- スペイン料理教室
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仲井邦佳
なかいくによし/Kuniyoshi Nakai

立命館大学産業社会学部教授。

京都イスパニア学研究会会長。専門はスペイン語学。

著書に『はじめてのエスパニョール』（共著、三修社）、『中級スペイン語 ―文

法と演習―』（共著、同学社）などがある。

場所を表す副詞の用法について

スペイン語講座（XVI）

　今回は日常的によく使う場所を表す副詞を扱います。ただし、文法的
に言うと副詞だけではなく前置詞なども含んでいることを予め断ってお
きます。まずは基本となる３D（上・下・前・後・左・右）から始めましょう。

　　図「３D」（3 dimensiones）

　さらに、〈muy〉、〈más〉、〈tan〉、〈bastante〉等、程度の副詞を伴うこと
もあります。

En este cine se ve mejor más atrás porque la pantalla es muy 
grande.

 この映画館ではもっと後ろの方がよく見える、スクリーンが
 とても大きいので。

　なお、「左・右」〈a la izquierda－a la decrecha〉は「位置」にも「方向」
にも使われます。

Se ve el nuevo edificio de Hankyu a la derecha de la Estación 
de Osaka.

 阪急の新しいビルが大阪駅の右に見える。
Vamoa a doblar a la derecha en la próxima calle.

 次の通りを右に曲がろう。
　ちなみに、「左・右」が女性形なのは、女性形の”mano”が省略されてい
るからだと考えられます。つまり、〈a la izquierda=a mano izquierda〉、〈a 
la derecha=a mano derecha〉というわけです。また、元々同じ語ですが、
副詞として使われる〈derecho〉は「まっすぐに」の意ですから間違えない
ように（ただし 〈recto〉 もよく使われる）。

Siga usted todo derecho (recto) a lo largo de esta avenida. 
 この大通りに沿ってまっすぐ行ってください。

　その他にも場所の副詞はまだまだあります。「cerca(近くに)」⇔「lejos
（遠くに）」、「dentro（中に）」⇔「fuera（外に）」、「adentro（中へ）」⇔
「afuera（外へ）」、「enfrente（正面に）」、「al lado（側に）」、「en medio（中

ほどに）」、「alrededor（周りに）」などです。いくつか例文を挙げておきます。
Normalmente los jóvenes llevan la camisa por fuera del 
pantalón.

 普通若者はシャツをズボンから外に出して着る。
La Luna gira alrededor de la Tierra, y la Tierra alrededor del Sol. 

 月は地球の周りを回り、地球は太陽の周りを回る。
Valladolid se encuentra en medio de Castilla y León.

 バジャドリードはカスティーリャ=レオンの真ん中に位置する。

　ところで、場所を表す語の中には、〈ante〉,〈bajo〉,〈tras〉という文語的
な前置詞があります。「bajo ≒ debajo de」、「ante ≒ delante de」、「tras 
≒ detrás de」であると言えますが、これらの前置詞は比喩的な意味で
使われることが多いようです。

Como no teníamos paraguas, todos corrimos bajo la lluvia a 
toda velocidad.

 我々は傘を持っていなかったのでみんな雨の中を全速力
 で走った。

　場所の副詞を覚えてみなさんのスペイン語の表現力が豊かになれ
ば幸いです。それでは最後に，¡Arriba, abajo, al centro y al dentro!

文　仲井邦佳

　基本は図の通りです。「上・下」と「前・後」には、それぞれ2種類があ
ることに注意してください。例えば、〈delante〉と〈adelante〉はよく似
ていますが、少し意味合いが異なります。〈delante〉は「前に、前で」で

〈adelante〉は「前方へ」と、後者は「方向性」を表していることに注目し
てください（図ではイタリック）。便宜上、前者を「静的」（estático）、後者を

「動的」（dinámico）と呼んでおきましょう。
　それでは、静的場所副詞から見ていきましょう。これらは後ろに”～de”
を伴うことが多く、この場合、前置詞句として働きます。

Nunca he corrido delante de los toros en el encierro de 
Sanfermín.

 サンフェルミン祭の牛追いで僕は一度も牛の前を走ったこ
 とがない。

Siento que hay alguien detrás de mí. ¡Qué miedo! 
 私の後ろに誰かいるみたい。怖い！

　ところで、この 〈delante de～〉 や 〈detrás de～〉 等の後ろに代名詞が
来る場合ですが、「所有形容詞」ではなく「de+前置詞代名詞」が正しいと
されています。例えば、「私の前」は、「delante de mí」 （× delante mío）
です。もっとも口語では、また方言によっては、後者も使われるようです。

　「～の上に」を表す〈encima de～〉とほぼ同義なのが 〈sobre〉 です（た
だし、sobreは前置詞で発音アクセントもなし）。共に「接触」または「非接
触」の「上に」を意味します。一方、〈en〉は「接触」に限られます。

En (encima de, sobre) la mesa hay un plato de cerámica de 
Valencia.

 テーブルの上にバレンシアの陶磁器皿がある。
Encima de (sobre) la mesa hay una lámpara colgante LED.

 テーブルの上にLED吊り下げ照明がある。

　次に動的場所副詞、つまり「方向」を表す副詞を見ていきます。
Vamos a seguir adelante con este proyecto aunque hay 
muchos obstáculos.

 障害がたくさんあるけれども私たちはこのプロジェクトを
 前へ進めよう。
　動的副詞は「動き」を表しますので、動きの動詞と共に使われること
が多いのです（上の例ではseguir）。また、方向を表す前置詞〈hacia〉、

〈para〉等を前置して使われることもよくあります。
Vamos para arriba porque hay buena vista. 

 上の階へ行こう、見晴らしがよいので。

encima
arriba

a la derecha

a la izquierda

debajo

delante
adelante

abajo

detrás
atrás

Colegio Delibes
Avda. Italia, 21
37007 Salamanca. España

Tfno: +34 923 120 460
Fax: +34 923 120 489
www.colegiodelibes.com
delibes@colegiodelibes.com 

コレヒオ デリベスにお越しください。　サラマンカがあなたを待っています！

歴史、芸術、学生の街として有名なサラマンカ。
この街では、訛りのないスペイン語が話されているため、
スペイン語を学ぶのにぴったりの環境です。

コレヒオ デリベスの教室で学ぶスペイン語は、サラマンカの通りで耳に
するスペイン語とまったく同じです。ここでは訛りのない美しいスペイン語
を学ぶことができるのです！

また、サラマンカは大都市の利便性と、小さな街の治安の良さや親しみ
やすい雰囲気の両方を兼ね備えています。

是非、サラマンカへお越しください！
きっとご自分の家にいるような心地よさを感じていただけると思います。

コレヒオ デリベスでは・・
- 個人カウンセリングや希望に応じた柔軟な対応
- 14種類にも及ぶインテンシブコース（1日4～6レッスン）
- レベルは全14レベル
- 学生は若者からシニア層まで40ヵ国の国々から
- クラスの人数は最大10名
- 学校が厳選した滞在先（ホームステイ・学生寮・シェアアパート・個人用アパート・ホテル）
- スペイン文化やスポーツなど様々なアクティビティを提供
- エアコン完備の26教室と図書室
- スペイン料理教室
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エコ・エスパーニャ（その5）

「コルク」

皮を剥がれたコルク樫、10年ほどで元に戻る。
Viajes 旅  

　スペイン南西部からボルトガルにかけ、デエサ（Dehesa）と呼ばれ
る森が広がっている。そこには、樫の木が繁り、羊や山羊や豚などの家
畜がその実を食んでいる。この樫の実を食べた豚が、イベリコ豚であ
る。この森で生まれる、忘れてはいけないものがもうひとつある。それ
は、コルクである。
　ワインに欠かせないコルク栓はコルク樫の皮から作られる。工程
は、樫の木から、木を傷めないように皮だけを剥がし、1時間、丸みを
取るために煮たあと、10～15日間、室内で乾燥させる。乾燥後は、コル
ク栓の長さの幅で皮を切断。それをコルク栓の形に機械を使って打
ち抜くのである。機械は進化しているが、製造法は古くからそんなに
は変わっていない。打ち抜かれたコルクは、磨かれ、選別され、ワイン
メーカーの印が押されコルク栓ができあがる。
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旅 Viajes

エコ・エスパーニャ（その5）

「コルク」

篠田有史
しのだゆうじ/Yuji Shinoda

1954年岐阜県生まれ。フォトジャーナリスト。
24歳の時の1年間世界一周の旅で、アンダルシアの小さな町Lojaと出会
い、以後、ほぼ毎年通う。その他、スペイン語圏を中心に、庶民の生活を撮
り続けている。

【写真展】　スペインの小さな町で（冨士フォトサロン）、遠い微笑・ニカ
ラグア （〃）など。

【本】 「ドン・キホーテの世界をゆく」（論創社）「コロンブスの夢」（新潮社）
「リゴベルタの村」（講談社）などの写真を担当。

　あるコルク栓工場を訪ねた。広い工場に、パンパンという音が絶え
間なく響く。圧縮空気を使ってコルク栓を打ち抜く時の音だ。数人の
職人が、切断されたコルクの皮を操りながら、できるだけ無駄のない
ようにコルクを打ち抜いていく。この速さは職人ワザだ。打ち抜くワザ
にも驚くが、選別のワザにはもっと驚いた。打ち抜かれたコルクには、
天然ゆえに細かい穴が空いている。その穴の数や大きさで選別する
のだが、それをするのはドイツ製のセンサーを搭載した機械である。
機械はそれを、4つの品質に分け、この会社では、ひとがそれをさらに
8つに分けている。もちろん、穴が少ないものが良質である。良質のも
のは良いワインに使われる。味が分からなくても、コルク栓を見れば、
ある程度はワインの良し悪しを見分けることはできるそう だ。なお、打
ち抜かれて余った切れ端は、砕いて固め、シャンパンの栓などになる。
　最近は、スクリュー栓が出回り始めている。スクリュー栓の方が酸化
防止には良いとか、空気が通らなくても熟成するとかいわれているが、
やはりワインにはコルクがよく似合う。なによりコルクはエコである。

文・写真　篠田有史

写真上：コルク栓の長さに合わせて切断。下： センサーを使った最新式の選別機。 　

コルク栓の形に打ち抜く。

スペイン南西部・エストレマドゥーラ地方に広がるDehesaの森。できあがった様々なコルク栓。



32

Cámara de Comercio Hispano Japonesa

1

Cámara de Comercio Hispano Japonesa

1954

1985

www.camarajaponesa.es/jpn/?cat=5

/ Cámara de Comercio Hispano Japonesa

www.camarajaponesa.es/jpn 

camara@camarajaponesa.es   ℡ (+34) 91 851 12 11

� Apartado 10124  –  28080 MADRID - SPAIN

in

in

Bocado de Tierra y Mar Grupo Oter

453-0055 1-29 

TEL:052-413-3200  /  FAX:052-433-3039
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フラメンコ  Flamenco

　2012年9月17日、第1回全国学生フラメン
コ大会が、京都外国語大学スペイン語学科及
びフラメンコ部主催で、京都外国語大学森田
記念講堂にて開催された。これは志摩スペイ
ン村パルケエスパーニャでのセビジャーナス
コンテストの中止をきっかけに、学生達のコン
テストを、と企画したとか。
　去年は第1回目ということで、参加も4校（3
チーム）と少なく、何もかも手探りであったが、
第2回目の今年は8校（7チーム）が参加。駐日
スペイン特命全権大使、ミゲル・アンヘル・ナ
バーロ・ポルテラ氏の直々のメッセージ映像が

オープニングを飾るという華やかな大会となっ
た。また、スペイン大使館からは第1位に《スペ
イン大使賞》が贈られた。
 この大会は3部制となっており、第1部にセビ
ジャーナスコンテスト、第2部にオーレフラメン
コと題して自由曲発表（その間に審査）、第3部
にゲストパフォーマンスの後、審査発表、全員
によるフィナーレと構成されている。
　コンテスト曲となるセビジャーナスは、スペ
インはセビリア地方の踊りで、春祭りともなれ
ば子供から大人までが着飾り、夜通し踊り明か
す。この曲には一定のルールがあるものの、素

《第2回全国学生フラメンコ大会》を終えて

 第一位「スペイン大使賞」に輝いた常葉大学セビジャーナス部 
CONTIGO PAN Y CEBOLLA
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Flamenco  フラメンコ  

人・プロ・貴族など、様々なスタイルで踊られて
いる。フラメンコ界においてはセビジャーナス
に始まりセビジャーナスに終わるとも言われ、
この曲を見ると全てが解ると言われる程、奥
の深い曲である。そのセビジャーナスを、学生
達はアイデアを駆使し個性を出して発表する。
　審査ポイントは、技術・構成・オリジナリテ
ィ・ビジュアル・その他の5項目からなってい
る。今回の審査員は、出来る限り公平な目で見
られるようにと、スペイン語講師のカルメン・モ
ンパルト・ゴンサレス・白鳥先生、フラメンコ界
からは佐藤やす子先生、そして私、山本秀実を
含め3人であった。
　審査には集中、熱が入った。たった3分程の
踊りを見て審査するのは、責任が大きく重圧も
ある。全ポイントに目を配るのは難しい。しか
しまた、その短い時間でありながらも十分にア
ピールして飛び出してくるものもある。審査は
難航した。
　結果は、
1位スペイン大使賞に常葉大学（静岡）コンテ
ィーゴ・パン・イ・セボージャ
2位に京都外国語大学ヒラソル
3位に関西外国語大学アンダ・ハレオ
他審査員特別賞に個人2名が受賞した。

　1位の常葉大学は、素晴らしいマントン（ショ
ール）使いに魅力的な衣裳とスタイルで他を
寄せつけなかったが、セビジャーナスであるか
どうかが争点となった。2位の京都外国語大学
は、キレも良くチームのまとまり、学生らしさが
前面に出て好感度No.1。3位の関西外国語大
学は、ベースのしっかりしたフラメンコを目指
す姿勢が見え、趣味良く個性的であった。
　受賞を逃したチームもそれぞれ個性的で素
敵で、3チームしか選べないことは辛く、全チ
ームに賞を差し上げたい思いであった。
　去年まず第1回を開催、そして今年の第2回
へと大会を発展させながら繋げたことは大き
な飛躍と言える。8大学（7チーム）が参加を決
定し、勇気とエネルギーをもって発表したこと
も素晴らしい。また、放送部・写真映像・ボラン
ティアスタッフの協力を得て、多少のハプニン
グはありながらも、学生達で作り上げたことは
大きく、このような機会を通し、参加者達は間
違いなく今後の人生にプラスになるものを掴
んでいるように見えた。
　閉会後の懇親会では、参加者が唄い踊り、
楽しく交流したとのこと。文化交流を目指す大
学ならでは。

　若きアフィシオナード達には、このような機
会を提供できる京都外国語大学の懐の大きさ
に甘えながら成長し、ぜひ次回へと繋げてい
ってほしい。

文 山本秀実
写真 京都外国語大学写真部

山本秀実
やまもとひでみ/

Hidemi Yamamoto

フラメンコ舞踊家。京都スペイン文化協会理事長。

フラメンコ舞踊家として、京都・大阪・滋賀・東

京でフラメンコを指導しながらスペイン人アー

ティストや邦楽との競演による作品等、意欲的

に公演活動を行う。また京都スペイン文化協会

では、スペインの普段着の文化の紹介として、

ラテン文化との交流や講演会、スペインツアー

などを企画。

第1回、第2回学生フラメンコ大会審査員長。

大阪大学フラメンコ部
AL COMPAS

写真上： 華やかな踊りで
第三位に選ばれた関西
外国語大学フラメンコ部 
ANDA JALEO　
右： 立命館大学フラメン
コサークル SONSONETE

第二位の京都外国語大学フラメンコ部GIRASOL
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フラメンコ  Flamenco

A ritmo de castañuelas y taconeo empezó 

el segundo concurso de flamenco estudiantil 

en Japón, organizado por la Universidad de 

Estudios Extranjeros de Kioto.

La manecilla del reloj se fue acercando, 

y cuando el reloj dio la una se iniciaron 

los bailes. Los nervios de las participantes 

estaban a flor de piel para poder defender 

sus coreografías pero también la ilusión se 

demostraba en cada giro, en cada movimiento 

de abanico, en cada taconeo… Una ilusión 

no sólo por ganar sino por demostrar al 

auditorio lo que habían estado ensayando con 

tanto ahínco durante meses y por enseñar al 

público una parte de la cultura de otro país, 

en este caso la española. Sin embargo, el 

baile no fue el único aspecto que marcó la 

jornada del domingo, sino también el cante, 

puesto que muchas de las canciones fueron 

cantadas a capela por los mismos estudiantes, 

acompañados por las palmas e instrumentos 

como la caja y la tan típica guitarra española.

Aplausos y ovaciones marcaban el fin de 

una actuación y a coro el público gritaba ¡Olé! 

como pistoletazo de salida para el siguiente 

grupo de baile. Así se fueron sucediendo las 

coreografías, mientras las jueces valoraban la 

valía de las mismas. Cabe decir que nuestro 

club de flamenco obtuvo un merecido segundo 

puesto, tras una competición reñidísima entre 

nuestra universidad y la de Shizouka, que 

logró hacerse con el primer premio.

Para finalizar, la compañía profesional 

Arcoiris nos dejó un buen sabor de boca 

al deleitarnos con una de sus coreografías 

animando a las chicas a continuar y seguir 

sus pasos.

Tras la entrega de premios, ya habían 

dado las 6 de la tarde y ya había anochecido 

en Kioto, el hambre acechaba así que se 

dirigieron a la sala donde todo estaba 

dispuesto para poder llenarse la boca con 

sabores mediterráneos como el vino de Rioja 

o el jamón Serrano. Al principio con timidez, 

pero más tarde con desparpajo, se fueron 

presentando unos y otros. Pasado el tiempo, 

se fueron animando y se lanzaron por bulerías 

a coger la guitarra y el micro, cerrando así un 

día memorable a golpe de tacón y con acordes 

españoles.

Sandra Cuesta

FLAMENCO CON SABOR JAPONÉS

“Aplausos y ovaciones 
marcaban el fin de una 
actuación y a coro el 
público gritaba ¡Olé!...” 

Sandra Cuesta
サンドラ・クエスタ

1984年生まれ。スペイン・パレンシア出身。
英語学および通訳翻訳学学士。現在は、京都外国
語大学スペイン語学科特任教員。

参加者全員による
セビジャーナス（フィナーレ）

佐藤やす子先生による「第三位」表彰

神戸大学・神戸松蔭女子学院大学
フラメンコサークル EL AIRE

京都産業大学  フラメンコクラブ
LAS☆ESTRELLAS
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Historia 歴史  

スペイン内戦が生んだ「ロバート・キャパ」（２）
　エンドレが世界的な社会主義革命家レオン・トロツキーの撮影
に成功した翌年の1933年1月、彼の暮らしているドイツではヒトラ
ーが首相となり、第三帝国が成立する。2月、国会議事堂放火事
件が勃発し、放火犯人としてオランダの元共産党員マリヌス・ヴァ
ン・デア・リェッペが現場で逮捕される。ヒトラー政府はこの事件
を共産党の計画的犯行と断定して弾圧するとともに、緊急令を公
布してワイマール憲法の基本権条項を停止する。3月、総選挙で
かろうじて過半数を獲得したナチスは、共産党の議席剥奪や野党
議員への恫喝など強引な手段を用いて全権委任法を国会で可決
し、これによってヴァイマール憲法が無効となった。これ以降、ドイ
ツはヒトラーの思う儘の国になってしまう。
　こうした状況下において、ユダヤ人であるエンドレはまずウィー
ンに避難する。当時、オーストリア＝ハンガリー帝国最後の海軍
提督で、ファシストのホルティがハンガリー首相におさまり、ユダヤ
人や民主主義勢力を強権的に弾圧している祖国には戻る気にな
れず、「デフォト」の写真家ハラルド・レッヘンベルグのアパートに
転がり込むが、思っていたような仕事が見つからず、6月にやむを
えずブタベストの実家に戻り、故郷でさまざまな観光写真の撮影
の仕事をこなす。それにしてもハンガリーでは民主勢力がすっかり
弱体化してしまい、実家の家業もかつての勢いは見られず、雇って
いた人を解雇し、ひっそりとその日暮らしをしているような状態だ
った。エンドレもプロの写真家としてやっていける見込みが全く立
たなかったために、9月に友人のチーキ・ヴェイスとともにパリへ向
かう。1930年代のパリは、すでに何千人ものユダヤ系ハンガリー
人がファッショ体制下の祖国から逃れてきた安寧の地であった。2
人とも、巣寒貧で、フランス語も喋れず、その上生活の足しになるよ
うな専門的な技術や知識を持ち合わせていなかった。カルチェ・ラ
タン界隈の安ホテルとはいえ、毎日の宿泊代や食費にも事欠く生
活であった。リチャード・ウィーランの『キャパ　その青春』（沢木
耕太郎訳、文藝春秋）によると――

　着いて二、三週間すると、エンドレとチーキの金はすっか
りなくなってしまったが、世界中で、パリほど空腹で文無し
であることが辛い都市はないにちがいない。ほとんど一ブロ
ックごとにパン屋があり、ケーキ屋があり、肉屋があり、そう
ざい屋があり、チーズ屋があり、果物と野菜を売る市場があ
り、カフェがあり、レストランがある。その匂い
を嗅いだだけで、腹ペこの人間は気が狂わ
んばかりになった。

　２人は毎日の生活を維持していくために、食料品屋でのコソ泥、
食堂での無銭飲食、食糧調達のためのセーヌ川での魚釣り、ホテ
ル代金未納のためのカモフラージュ、市内で金を無心できるカモ
のハンティング・・・。これでは就職活動どころではない。しかも彼は
ユダヤ人である。名前をエンドレから、フランス語読みの「アンドレ」
に変更したのも無理からぬことであったろう。
　そのうち、またもや、アンドレに、かすかな幸運が訪れる。駆け出

しの若い写真家たち、アンドレ・ケルテス、
ディヴィッド・シーモア（シム）、アンリー・
カルティエ＝ブレッソンらと出会い、親しく
なる。
　金持ちで、立派な教育を受け、まるで貴
族のフランス紳士のようなカルティエ＝ブ
レッソンの目に映ったアンドレは「相手が誰であろうと態度を変え
ないアナキストであり、・・・アンドレは資格が第一という人間では
なく、生きることの意味を誰よりも良く知っている冒険家だった。大
事なのは写真の技術ではなく、彼が何を言わんとしていたか、そし
て彼の人間性そのものだった」と回想している。この仲間の中で、ア
ンドレはとりわけポーランド人のシムと親友になる。ともに東欧人と
しての感性とユダヤ人排斥体験という苦い絆があったからである。
この三人はどのような関係だったのだろうか。再び、『キャパ　その
青春』を引用すると――

　アンドレとシムとカルティエ＝ブレッソンの３人が一緒に
いた時、彼らが写真について話すことはなかった。（中略）彼
らが写真について話すとすれば、それは、記事のアイデアか、
編集者への接近の仕方か、金の稼ぎ方かのどれかに限られ
ていた。シムは定期の仕事を持っていたが収入は少なく、ア
ンドレは実際的には全く無収入であり、カルティエ＝ブレッ
ソンは、そのプライドと政治的信念から、家族の財産と縁を
切りたいと望んでいた。カルティエ＝ブレッソンは、芸術家た
るべく教育を受け、また常に自分をたまたまカメラを用いて
いる芸術家と見ていたが、彼が望んだのは
写真出版界で広く知られることであった。

　1934年9月、21歳のアンドレは、フランスの雑誌『ヴュ』の仕事
で、第一次世界大戦後にフランス統治となった豊かな炭鉱と進
んだ工業の町、ザールを取材する。少しずつフォト・ジャーナリス
トの道を歩み始めたのだった。それにしても、翌年1月に実施予定
のこのドイツ語圏の町には、ファシズムが密かに忍び寄ってきて
いたのだった。               　  （続く）

文　川成洋

1942年札幌で生まれる。
北海道大学文学部卒業。東京都立大学大学院修
士過程修了。

社会学博士（一橋大学）。Ph.D.（ロンドン大学）。法政大学名誉教授。
スペイン現代史学会会長、武道家（合気道6段、杖道3段、居合道３
段）。書評家。
主要著書：『青春のスペイン戦争』（中公新書）、『スペイン戦争ージャ
ック白井と国際旅団』（朝日選書）、『スペインー未完の現代史』（彩流
社）、『スペインー歴史の旅』（人間社）、 『ジャック白井と国際旅団ーー
スペイン内戦を戦った日本人』（中公文庫） ほか。

川成洋
かわなりよう  /  Yo Kawanari
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E-mail: info@costadevalencia.com

　皆様、遅くなりましたが、あけましておめでとうございます。2014年は
ワールドカップイヤーということもあり、去年にも増してサッカーが盛り
上がること間違いないと思います。また、日本代表、ザッケローニ監督
への期待も前回大会にも増して高くなっているのではないでしょうか。

　さて、今回の「スペインサッカーを巡る」は、ここスペインでクリスマ
スの時期にサッカー選手たちが行っている活動について紹介したい
と思います。

　スペインではクリスマスと言えば、12月25日に始まり、1月6日の公
現祭で終わるのが通常で、その約2週の間に色々なイベントが行われ
ます。その中でもサッカー選手の慈善活動は毎年行われており、テレ
ビ、雑誌でも取り上げられるほどで各クラブ、選手はこの活動に積極
的に参加しています。

　例えば去年は、レアル・マドリードのイケル・カシージャスやクリステ
ィアーノ・ロナウドが孤児院に2000個あまりのプレゼントを直接本人
たちが届け、バルセロナFCのメッシ、ネイマール、イニエスタ、シャビ
等のトップチームの選手やスタッフコーチがバルセロナ近郊の病院を
訪れ、子供たちにプレゼントを手渡していました。またその際の子供
達の笑顔は驚きと喜びに満ち溢れており、本当に言葉に出来ないほど
の幸福感を見ているこちら側にも届けてくれる最高のものでした。

　もちろん、日本でもこういった活動は多く行われていると思います。
ただこのヨーロッパで、スペインで感じるのは、サッカーというものが
社会の一部として組み込まれていると言うことです。サッカー選手は
サッカーだけをしていればいいというのではなく、社会的責任（企業
で言うところのCSR）を個人個人が意識して行動することが身につい
ているとよく感じることがあります。彼らは自分たちの影響力が大きい

ことを自覚し、その影響力を良い方向に発揮しなければいけないとい
うこと、またそれをする方法を知っているのではないかと思います。

　確かにヨーロッパではサッカーを通じて巨額なお金が動いていま
すし、それを目標としてサッカー選手を目指す子供もいると思います。
ただ、こういった活動を毎年実施することで、サッカー選手としてだけ
でなく、一人の人間として選手たちが行っている、心温まる行動が子
供たちの目には焼き付いているはずです。そして、きっとプレゼントを
受け取った子供だけでなく、その行動を見た子供たちの中からもサッ
カー選手を目指す子供がうまれ、そしてプロの選手へと上りつめ、更
にその下の世代に行動を通じて夢を繋いでいくのだと思います。

　こういった循環があることもスペインサッカーが世界の最高峰にい
られる一つの理由なのかもしれませんね。

文　尾崎剛士

サッカー Fútbol

尾崎剛士
おさきつよし / Tsuyoshi Osaki

30歳、愛媛県出身。
2006年まで筑波大学蹴球部にて選手、少年サッカー
指導者として活動。引退後は大学院に進学、その後
就職し、サッカーの現場から2年離れる。2010年から町田高ヶ坂SCにて
指導を再開。2011年10月にバレンシアに渡り、育成年代のコーチを経
て、2014-15シーズンは、アルボラヤUDでユースBチームの第二監督、U-8
の監督を担当している。
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ジョイア・ウェディングス代表。
1986年、ジョイア・ウェディングスの母体である日本スペイン文化経済交
流センター エクステンションを創立し、現在も代表を務める。
1998年には、カタルーニャ州議会から承認を受け、関西カタルーニャセン
ターを設立、同館長。文化振興、国際交流への貢献を認められ、同年バテ
ィスタ・イ・ロカ賞を受賞。
ジョイア・ウェディングス　オフィシャルサイト www.joiaweddings.com
ジョイア・ウェディングス　facebookページ 
www.facebook.com/joiaweddings

サッカー界に大反響を巻き起こした
日本人カップル初のカンプノウ ウエディング

photos: © May Zircus for Joia Weddings

　結婚式が執り行われたのは2013年10月24日。
新郎新婦、岸本夫妻は、人生で最高の一日だった
と言っても過言ではないと語る。それは、ふたつの
夢がかなった瞬間だった。愛する人と結婚するこ
と。そして、ふたりにとって地上の楽園である場所
で結婚式を行うこと。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　カンプノウのようなスケールのロケーションで、
その壮大さを失うことなく、チャペルのような親密
な空間を創り出すことは不可能だと思う人もいる
だろう。様々なロケーションでの結婚式を手掛け
てきた私たちにとって、実際にはそれほど難しい
ことではない。ゴシック建築の大聖堂で親密な空
間を創り出すのと基本は同じだ。私たちが結婚
式をコーディネートする時のポイントは、何よりも
まず新郎新婦の立場に立つこと。人柄や要望、な
ぜ他の国ではなくスペインを選んだのかを理解
する。それができたら、次のステップは結婚式を
執り行うロケーションのポテンシャルを最大限引
き出すにはどうすればいいか見極める。同じ結婚
式などひとつもない。一組として同じ新郎新婦は
いないのだから。
　岸本夫妻が話題になったのは、式場がカンプ
ノウだったからだけではない。ふたりには持って
生まれた魅力があった。式当日にふたりの部屋を

訪れた瞬間、これまで手掛けてきた新郎新婦の
中でも指折りのカップルだと直感したとヘアメイ
クアーティストが後日私に語った程である。とは
いえ外見の美しさだけでは不十分だ。互いへの
愛情や夢や情熱が伴っていなければ輝きは生ま
れない。岸本夫妻はその全てを兼ね備えていた。
結婚式のコーディネートを任された私たちはもち
ろんあらゆる点において入念に準備していたが、
新郎新婦も同じく細部への配慮を怠らなかった。
リングピローはバルサのチームカラーを使ってつ
くられ、新婦のネイルもバルサカラーのデザイン。
結婚指輪の内側にもバルサにちなんだ言葉が刻
まれていた。新郎新婦と私たちは互いに驚くほど
のこだわりを見せ、結果として更に高め合うこと
ができたといえる。
　ところで、カンプノウで結婚式を挙げるとなると、
気になるのは費用ではないだろうか。確かにスタ
ジアムでの滞在時間から計算するとその費用は高
額だ。しかし、そこから得られる感動からすれば大
した金額ではないだろう。岸本夫妻にとって感動
する理由は数えきれないほどあった。そのひとつ
は、カンプノウで結婚式を挙げた日本人初のカッ
プルになれたこと、しかも外国人としてではなく地
元のカップルとして実現することができたことだ。
　結婚式はカタルーニャ語で執り行われた。日本
語の通訳もあったが新郎新婦は「Si, hi consento
（『はい、誓います』）」とカタルーニャ語で誓いの言
葉を述べた。式には、カメラマンが少なくとも4名、
バルサTVの撮影スタッフ、新聞記者、新郎新婦の
家族など多くの人々が立ち会った。新郎新婦がカ
タルーニャ語で誓いの言葉を述べるのを聞いて
皆が驚いたが、その後には更なる感動が待ってい
た。指輪交換が終わっていよいよ結婚式が終わり
に近づいた時、新郎が「Visca el Barça, Visca 
Catalunya!（『バルサ万歳、カタルーニャ万歳！』）」
と叫んだのだ。その場に居合わせた誰もが心を動
かされた。
　新郎は15年間一度たりともバルサの試合を見
逃したことがない熱狂的なファン。当然、結婚式
でもイムノをききたいと希望していた。ただ、あくま
でもこれは結婚式。録音されたイムノをスピーカ
ーから流すのはそぐわない。それでは結婚式の温
かい雰囲気を台無しにしてしまう。そこで、バルセ
ロナで活躍する合唱団をスタジアムに呼び、結婚
式の最後に生でイムノを歌ってもらうことにした。
岸本夫妻も声をあわせて歌い、感動的な締めくく
りとなった。
　新郎新婦にとっても、立ち会ったご家族にとっ
ても、おそらく生涯記憶に残る一日となっただろう。
結婚式の前には、バルセロナの街をめぐるフォトツ
アーに出かけた。バルセロナは1992年のオリンピ
ック開催地。真っ青な空の下、バルセロナ五輪に
縁のある地を巡ることでスポーツを愛する気分も
自然と盛り上がる。フォトツアーの後には、バルセ
ロナの老舗パティスリーがこの日のために特別に
デザインしたバルサのエンブレムが施されたチョコ
レートケーキとカバでアペリティフを楽しんだ。そし
て、カンプノウへ。式の前にスタジアム内をめぐって
写真撮影を行い、いよいよ結婚式。式が終わると、
新郎新婦は家族と共に、ガウディが手がけたバル
セロナのレストランでディナーを楽しみ、この特別
な一日を締めくくった。
　サッカー、美味しい食事、音楽、芸術、ガウディ
の建築、地中海…。バルセロナで結婚式を挙げる
カップルがこの街から得るものは、まだまだある。

モンセ・マリ

　昨秋FCバルセロナのホームスタジアム　カンプノウで執り行わ
れた日本人初となる結婚式のニュースは、インターネットを通じ瞬
く間に世界中のサッカーファンに届いた。このニュースは新聞をは
じめ、インターネットサイト、facebook、スペインや日本のテレビ番
組など各種メディアでとりあげられた。一般人の結婚式がこれほど
反響を呼んだのは初めてではないだろうか。
　15年前からタッグを組み、日本人カップルのスペイン挙式を専
門に手掛けてきた私たちジョイア・ウェディングスとアリスウェディン
グ。これまでもバルセロナを中心として数々のロケーションを日本人
カップルのために開拓してきたが、今回、サッカーファンの聖地カン
プノウで日本人初となるカップルの挙式を実現させることができた。

【プレゼントのお知らせ】
この記事をご覧になってジョイア・ウェディン
グスで結婚式もしくはアニバーサリーセレモ
ニーをご成約いただいた方に、「バルセロナフ
ォトガイド　日本語版」（Triangle Postals出
版 日本スペイン文化経済交流センター エク
ステンション翻訳）を1冊プレゼントさせてい
ただきます。

バルサカラーのリングピロー

ブライダルブーケに添えられた
カタルーニャの旗のリボンバルサをモチーフにしたネイルアート

まるでスターになった気分

指輪に刻まれたFCBの文字

Fútbol  サッカー  
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ロナの老舗パティスリーがこの日のために特別に
デザインしたバルサのエンブレムが施されたチョコ
レートケーキとカバでアペリティフを楽しんだ。そし
て、カンプノウへ。式の前にスタジアム内をめぐって
写真撮影を行い、いよいよ結婚式。式が終わると、
新郎新婦は家族と共に、ガウディが手がけたバル
セロナのレストランでディナーを楽しみ、この特別
な一日を締めくくった。
　サッカー、美味しい食事、音楽、芸術、ガウディ
の建築、地中海…。バルセロナで結婚式を挙げる
カップルがこの街から得るものは、まだまだある。

モンセ・マリ

　昨秋FCバルセロナのホームスタジアム　カンプノウで執り行わ
れた日本人初となる結婚式のニュースは、インターネットを通じ瞬
く間に世界中のサッカーファンに届いた。このニュースは新聞をは
じめ、インターネットサイト、facebook、スペインや日本のテレビ番
組など各種メディアでとりあげられた。一般人の結婚式がこれほど
反響を呼んだのは初めてではないだろうか。
　15年前からタッグを組み、日本人カップルのスペイン挙式を専
門に手掛けてきた私たちジョイア・ウェディングスとアリスウェディン
グ。これまでもバルセロナを中心として数々のロケーションを日本人
カップルのために開拓してきたが、今回、サッカーファンの聖地カン
プノウで日本人初となるカップルの挙式を実現させることができた。

【プレゼントのお知らせ】
この記事をご覧になってジョイア・ウェディン
グスで結婚式もしくはアニバーサリーセレモ
ニーをご成約いただいた方に、「バルセロナフ
ォトガイド　日本語版」（Triangle Postals出
版 日本スペイン文化経済交流センター エク
ステンション翻訳）を1冊プレゼントさせてい
ただきます。

バルサカラーのリングピロー

ブライダルブーケに添えられた
カタルーニャの旗のリボンバルサをモチーフにしたネイルアート

まるでスターになった気分

指輪に刻まれたFCBの文字

サッカー Fútbol



場感がありみんなを惹きつけました。
　宗教のテーマについては馴染みの無い方もよく理解できるよう、お話が終わ
った後に簡潔な解説のレジメが配布されました。
　スペインでも若者の宗教離れが顕著で週末のミサで教会に行くのは殆ど高
齢者が中心のようですが、殊にクリスマスの行事となると、今の経済的不況など
ものともせず、国を挙げて老いも若きも盛大に祝い、楽しむとのことでした。特
にクリスマスシーズンには何にも増して宝くじが大人気で、仲間内で籤を買う
人が多く、運良く当たればその仲間で分け合うのが一般的だそうです。
　スペインのクリスマスの歌、踊り、花火などのイベント、飾り付け、食べ物など
を映像、音声を駆使して教えていただき、参加者を一足早いクリスマス気分に
誘い、楽しい気持ちにさせてくれました。地域によって祝い方に違いがあるそう
です。参加者の方は、日本で見られるような商業主義的なクリスマスの祝い方
ではなく、本来の宗教的で家族的なスペインのクリスマスを是非体験したいと
思われたことでしょう。

  文・写真提供　谷善三

　年の瀬が押し迫った昨年12月15日、スペイン、Segovia出身で神戸市立外
国語大学スペイン語学科教授のMontserrat Sanzさんによる、Costumbres 
sociales, familiares y religiosas en la Navidad española （スペインの
社会、家庭、宗教から見たクリスマスの風習）というテーマで、おしゃべり会が行
われました。
　今回の講師、Sanzさんは11月２日に西宮市の国際理解講座「最も不思議な
神秘、最も不思議な発見」副題～第二言語の習得について～と題して流暢な日
本語で講演をして下さっています。西宮国際交流協会の「ふれあい通信」（9月
20号）の中でインタビュー「ただいま活躍中の外国人」シリーズに登場され、更
に神戸新聞にもご自分の子供が近所の公園での経験した出来事から感じた日
本人の親に対するちょっと辛口で率直な意見を投稿されたりしておられ、大学
だけでなく多方面でご活躍です。
　本誌にもたびたび寄稿されておられるので、ご存知の方も多いかと思います。
日本語が堪能で様々な場所で講演されていますが、『スペイン語で講演するの

は久しぶりです』と、先ず参
加者を笑わせ、リラックスし
た雰囲気の中でCharlaが始
まりました。
　お話の内容は幅広く、先
ず歴史的視点からキリスト
教のプロテスタントとカトリ
ックの宗教面での基本的な
相違点について説明があり、
次いでクリスマス前から年
明けまで動画を使っての一
連の関連行事の紹介には臨

西宮市国際交流協会

スペイン語おしゃべりの会　活動のご紹介

日　時 ： 2014年3月1日（土）午後2:00-3:30
場　所 ： 〒662-0911 西宮市池田町11-1 フレンテ西宮 4階
　　　　（公財）西宮市国際交流協会　会議室
ゲスト： Mireia Daroca Ponsさん （スペイン・メノルカ島出身）
参加費：500円 ／ 定　員：30名（先着順）
お申し込みはお電話、FAX、E-mailにて（2月5日より受付開始）
お電話： (0798)32-8680 ／ FAX： (0798)32-8678
E-mail： nia930@sound.ocn.ne.jp

スペイン語おしゃべりの会　次回開催予定

Varios その他  

スペインのクリスマスについて、写真や動画などを
使いながら、楽しくお話して頂きました。

田中 富子    たなかとみこ / Tomiko Tanaka

日本にてフォワーダー、米通信機会社勤務後、2001年より
セビージャ在住。2006年個人自営業ビザ獲得。2008年ア
ンダルシア州立ハエン大学にてバージン・オリーブオイル・
テイスターにおける大学のエキスパートコースを終了し、オ
リーブオイル・エキスパートに。現在は、オリーブオイルコー

ス、食品輸出入仲介業と執筆業を主に、通訳、翻訳等スペインと日本を橋渡し中。
誠実、情熱、感動がモットーの熱い人間です。
HP：www.creapasion.com  /  http://spain.fc2web.com/

第７回 　conTenedor （コンテネドール）

● 住所 ：C/San Luis, 50, Sevilla　
● 電話 ： +34 954 91 63 33
● HP： http://www.contenedorcultural.com/
※ 注意：上記情報は、2014年2月時点のもので変更する可能性があります。

スペインのお勧めバール／レストラン

左上：数少ない定番メニューARROZ CON SETAS Y PATO（キノコとダックのご飯）
は大人気13ユーロ　右上：FONDADA DE CHOCOLATE（チョコレートケーキ／中
に溶けたチョコレートがつまっている）5.5ユーロ　下：この空間はオンリーワン！

　セビージャ旧市街地北西部に位置するマカレナ(MACARENA)地
区は、フラメンコスタジオやフラメンコペーニャ（フラメンコファンが集う
場）が集まり、オルタナティブ系の芸術家がたくさん居住している。そん
な雰囲気たっぷりの場所に位置しているレストランconTenedor（コン
テネドール）。オーナーの1人が芸術家ということもあり店内には彼の作
品が展示されているが、それらは他のデコレーションと共に非常にエキ
セントリックで独特な空気感を創り出し、入った瞬間から別の世界にタ
イムスリップさせられる。スタッフが選りすぐんだワインは定番のリオハ、
リベラ・デル・ドゥエロ産はもちろん、アンダルシア産や白、カバまで揃
え、特にアンダルシア産は豊富だ。ワインメニューには各ワインの風味の
特徴まで記載されているので選びやすく、またスタッフの知識も豊富な
ので安心。地元の新鮮な素材を生かしながらの料理は、その盛り付けの
アーティスティックさも重なり大満足であることは間違いない。手作りデ
ザートも魅力的なものばかりなので、胃のスペースを空けておくように。
料理もデザートもお勧めを聞くことを忘れずに！世界遺産が位置する中
心部からは少々遠いが、行く価値断然あり。

文・写真　田中富子



RUMBO AL SOLRUMBO AL SOLRUMBO AL SOL
Vol.7 スペイン　冬のクリスマスVol.7 スペイン　冬のクリスマスVol.7 スペイン　冬のクリスマス

　今日はスペインのクリスマスについてご紹介します。スペ
インで一般的にクリスマスと呼ばれる期間は日本よりも長
く、１２月初めのイルミネーション点灯から１月７日まで続
きます。しかし、実際スペイン人にとっては、クリスマスは
宝くじの Loteria de Navidad からはじまります。この宝く
じのEl Gordo（一等賞）は、なんと４００万ユーロ！１２月
２２日の当選番号発表はＴＶで生中継され、当たった人々の
声などがＴＶ・ラジオなどのメディアを賑わせます。そして、
１２月２４日の夜と２５日はスペインでは家族で過ごす日。
親・兄弟・親戚等で集まってご馳走を食べます。そしてカタ
ルーニャでは２５日にカガティオと呼ばれる丸太でできた人
形を子供達が叩き、プレゼントをもらうという不思議な習慣
があります。子供達はカガティオの歌を歌いながら、木の棒
でカガティオを叩くと、カガティオに掛けられている毛布の
下からプレゼントが出てくるという仕組みです。
　そして、２６日はサンエステバンの日。この日はカタルー
ニャではカネロネスを食べる日です。カネロネスとは、イタ
リアの起源を元にカタルーニャで独自に発展させたパスタ料
理で、前日に食した肉の煮込み料理の残り物を細かくすり潰
してラザニアに近い平たく広いパスタで包んだものを並べ、
その上にベシャメルソースとチーズをかけてオーブンで焼く
家庭料理です。各家庭自慢のレシピで時間をかけて作られた
カネロネスをみんな楽しみにしています。私も自慢のレシピ
で今回はなんと１００個近くも作りました！
　大晦日の夜は、０時になると１２回鳴る鐘の音に合わせて、
１粒ずつ１２粒のぶどうを食べます。１月１日は日本同様、
家族で新年をお祝いします。また、１月５日の夜には Reyes 
Magos（東方の三博士）のパレードを見ることができます。
スペインでは、クリスマスプレゼントはサンタクロースでは
なく、ラクダに乗って東の方角よりやって来た東方の三博士
が、１月５日の夜中に届けることになっています。またその
日のパレードでは、小さい飴玉が撒かれ、東方の三博士を見
たい子供連れの人たちで埋め尽くされます。そして、１月６
日、子供達は賢者達からのプレゼントを開けて喜び、また
Roscón de Reyes という中にクリームが入ったリング状の
ケーキを家族で分けて食べます。このケーキの中には、陶器
で出来た小さい人形（王様や空豆）が入っており、王様が当
たれば王様の王冠をかぶることができ、空豆が当たればその
年の Roscón 代を払うことになっており、誰にどれが当たる
かおしゃべりしながら食べます。スペインのクリスマスは日
本とは異なり、家族で過ごす時間がとても長いです。年末年
始ご旅行の際は、ぜひスペインでのクリスマスをぜひ体験し
てみてください。

文・写真　Xavier  Cabrera　訳　山下智子

Xavier Cabrera
シャビエル・カブレラ

スペイン・カタルーニャ出身。
映像ディレクター。
旅と山と美味しいものをこよなく
愛し、その土地特有の歴史や文化
に魅せられる。2008～ 2011 年
まで大阪在住。 ロスコンと中に入っている小さいお人形。陶器でできています。

写真左上：12 月 25 日はいとこの家におじゃましました。
写真左下：カネロネスはお肉の煮込み料理を元に作ります。
写真右：カガティオを木の棒で叩いた後。何が入っているかな～？

パレードでは東方の三博士達が
手を振ってくれます。

その他 Varios
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本 Libros

書評 『さらばスペインの日日』

　第二次世界大戦期のヨーロッパにおいて日本人がどう
戦ったのか、あるいは戦わなかったのか　――　なんと
も荒唐無稽な設問という感じがしないわけではないが、こ
のテーマにチャレンジした《イベリア》シリーズ全７巻の最終巻が、本書であ
る。シリーズの第１巻『イベリアの雷鳴』が１９９７年刊行というから、実に１
６年の歳月をかけて全七巻を書き続けてきたことになる。逢阪剛の不退転の
執筆姿勢にただ感嘆するばかりでる。
　本書の舞台となる国は、まず中立国といっても枢軸国側の、当時「世界情
報の展望台」と言われたスペインを中心に、同じく隣国の中立国ポルトガル、
枢軸国側のドイツ、それに日本人が全く入国できない連合国側のイギリスの
４カ国である。しかも、日本人が戦うといっても、言うまでもなく「情報戦」であ
る。枢軸国側と連合国側の諜報組織が時に奇奇怪怪な、時に命を賭けて鎬
を削る激烈な情報戦の真っ只中においてであった。ちなみに、アブヴェア（ド
イツ国防軍情報部）のマドリード支部は、２００人以上の将校と約３００人の
秘書を抱える巨大で整然とした組織であった。これと対峙する英米の諜報
機関も比肩する組織であったはずである。
　本書が扱っている時期は、1945年5月5日(マドリード)から始まり、5月9日
のドイツの無条件降伏で、ヨーロッパ戦線は終結する。次いで8月15日の日
本の無条件降伏へと続く。外交官を含む在欧日本人の帰国、さらに４６年１
月１日の天皇の人間宣言、４月５日のＧＨＱの諮問機関で、米・英・ソ・中で
構成される対日理事会初会合などの１９４６年４月（東京・御茶ノ水）まで、
である。第二次世界大戦の終結前後の隠れた複雑な動きを扱っている。
　本書というか、《イベリア》シリーズの醍醐味は、なんといっても、各国のキー
パーソンはほぼ実在の人物であるという点である。あるいは、実在しているのだ
が、まだ存命中の場合、スパイという仕事の関係上実体を特定しかねる場合、

本名を類推できる名前で登場させている。
　例えば、日本側の登場人物としては、外務省の第7代情報部長から第二次世
界大戦勃発の翌月スペイン全権公使に就任し、スペイン人スパイ組織「東」を雇
って密かにアメリカに送り込み、その情報を外務省に打電し、「情報の須磨」と謳
われ、敗戦直後戦犯として帰国を命じられ、巣鴨刑務所に収監された須磨彌吉
郎。ドイツ大使館付陸軍武官（中将）で予備役となりドイツ大使に就任し、「ドイツ
人以上にナチス的」といわれた大島浩は、ヒトラーの熱い信頼から取りえた極秘
情報を即刻日本の参謀本部に打電し、それをアメリカ軍事諜報部がカットして、
イギリスに伝えていた。イギリスは「ドイツ人の２重スパイ」を使って「与太情報」を
流していたがどの程度信じられていたか覚束なかった、その情報がドイツ軍上層
部のみならずヒトラーまでも信じ切っていたという事実を、大島・参謀本部極秘
電報でわかったのだった。イギリスからすれば大島浩大使こそ最大の戦勝功労
者であったのだ。この英独情報戦は、言うまでもなく「スパイの最先進国」イギリ
ス側の、完璧な勝利であった。
　また、イギリスのＭＩ６(海外秘密情報部)イベリア課長で、ソ連のスパイを兼ねた

「2重スパイ」であり、「20世紀の最大のスパイ」の異名をほしいままにしていたキ
ム・フィルビー。さらに、１９４４年７月２０日の「ワルキュール作戦」といわれたヒト
ラー暗殺未遂事件に連座して逮捕され、連合国軍の砲声が間近にする1945年4
月9日、フロッセンビュルク強制収容所で処刑された元アブヴェア長官ウィルヘム・
フランツ・カナリス提督。カナリスの処刑については、本書の作中人物で、彼と同じ
収容所に収監されていた日本陸軍参謀本部付情報将校の北部昭平が伝える。
　本書は、このような人物が随所で重大な役割を果たしている、あるいは運命の
悪戯というべきか、本人の意図とは逆の結果を招来させることもあったりして、実
にリアリステックな情報戦を主軸とするもう一つの壮大な第二次世界大戦が異
常な迫力をもってわれわれに迫ってきている。
　最後になるが、本書の巻末（ｐｐ。５９４～６１９）に掲載されている「作者自身
によるエピローグ」は、この分野を研究しようとする者には、裨益すること大なりで
ある、ということを付言しておきたい。

評者　川成洋 (法政大学名誉教授)

逢坂剛著　（講談社・ 2,300円＋税）

中級ビジネススペイン語特別講座中級ビジネススペイン語特別講座
Curso Intermedio Especial de Español de Negocio

開講スケジュール
２０１４年４月１１日（金）～５月２３日（金）の毎週金曜日  計６回
（但し、４月１１日は１９：００～２０：００　
講師紹介、講座の内容と進め方の説明、テキスト配布）

時間
１９：００～２０：３０
（９０分）

場所
スペイン語教室ADELANTE

アクセス
JR大阪駅桜橋口から徒歩５分

定員
５～６人の少数クラス
（最小実施人数５名）

講師
長年の海外駐在を含めビジネス経験豊富な日本人
大学非常勤講師およびADELANTEのスペイン人講師

対象者
①現役のビジネスパーソンでビジネススペイン語力を高めることを目指す人
②スペイン語を学習している学生を含め将来スペイン語を使った仕事に就く予定または計画のある人
③スペイン語の基礎力があり、ステップアップした実践的なスペイン語学習を求める人
（スペイン語能力の目安：　DELE B1レベル程度以上の方） 

講座の内容
①マクロ情報を含むビジネス関連情報の読み取り方（ビジネス用語、大きな数字の読み方、文章表現の理解）
②取引先、顧客に自社業容の概要（職制、役職名を含む）、自らの担当業務を説明する
③他社・市場情報の読み取り（年次報告書の読み方、簡単なP/L、など）
④e-メールによる社内外とのコミュニケーション
⑤商品の簡単なプレゼンテーションや売り込みのシュミレーション
⑥毎回講座での学習内容をネイティブ講師と実践的に確認する

申込期限
２０１４年４月１１日（金）

詳細問い合わせはADELANTEへ　
電話：０６－６３４６－５５５４
           info@adelante.jp　 



CURSOS DE ESPAÑOL
〜～スペインとバスク⽂文化の融合の街の伝統校〜～ 

● スペイン語⼀一般コ－ス 

● スペイン語+インターンシッププログラム 

● スペイン語+バスク料料理理 

● スペイン語+サーフィン 

● ホームステイ、ルームシェア、送迎サービス等 

                          親切切なスタッフと細かなサポート 

           ⼀一年年を通して、短期留留学から⻑⾧長期留留学が可能 
ラクンサ・インターナショナルハウス・サンセバスチャン

 
info@lacunza.com
www.lacunza.com

スペイン語作文の方法（表現編）
小池和良 著  四六変形判  290頁  CD付  定価2,730円

〒162-0805　東京都新宿区矢来町106
Tel. (03)3267-8531　　http://www.daisan-shobo.co.jp 第三書房

課題文139・練習417題を訳しながら、文脈に応じた適切な語
彙や表現を選択した上でスペイン語を書く力を養成。実践的
な解説と豊富な例文によって、語彙の選択のミスを避ける語
感を習得。課題文139の日本文・スペイン語解答例を対訳形式
でCDに収録。本書にでている語彙や表現を網羅した詳しいス
ペイン語・日本語索引付。
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無料体験レッスン随時実施中！

お気軽にお問合せください。
無料体験レッスン随時実施中！

お気軽にお問合せください。
「私のスペイン語、通じた♪」 を実感
・ネイティブ講師だからプチ留学気分で自然なスペイン語をマスター
・定員６名までの少人数制グループレッスン
・ヨーロッパ共通参照枠CEFのレベルに即したカリキュラム
・振替ができるので忙しくても安心
・楽しい交流パーティーや文化イベントでスペイン語仲間がいっぱい
・目的やペースに合わせて選べるコース
  （一般・旅行・商業・DELE検定対策・プライベート・
   スペイン語の本を読むコースetc.)

スペイン＆中南米への留学相談、手続き代行無料サービス

安心して出発できるよう、全力でサポートいたします
１週間のプチ留学から長期プログラムまで、色々な目的に合わせて
豊富なラインアップ。あなたにぴったりの留学スタイル選び、入学手続き
まで無料でお手伝いいたします。語学留学、シニア向けのロングステイ
プログラム、スペイン語＋フラメンコ、スペイン料理、スペインワイン講座、
など楽しいプログラムもあります。

スペイン全土、メキシコ・チリ・ペルーなど数多くの語学学校と提携
言葉に自信がなく、学校とのやり取りが不安な方も大丈夫。
入学申請書類の作成や必要な書類の送付、留学費用の海外送金など
は全て代行いたします。

adelante
shop

スペイン語の本  ＆雑貨

LIBROSADELANTE書店

LIBROSADELANTE書店

【お問合せ】　TEL: 06-6346-5554 / email: info@spainryugaku.jp

Tel: 

Fax:       06-6110-5122

email:

06-6346-5554
info@adelante.jp

スペイン語教室 ADELANTE
〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-8 千代田ビル西別館2F

2215-0116-60 :XAF ・ 4555-6436-60 :LET
E-mail: info@adelante.jp・http://www.adelante.jp


